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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈6月1日現在〉�
合�計�＝�154,316人�（＋242）�（　）内は前月比�
男�＝�76,537人�（＋144）�
女�＝�77,779人�（＋ 98）�
世�帯�＝�58,857世帯�（＋170）�
【予算】�〈6月1日現在〉�
一 般 会 計＝347億5千万円�
特別・企業会計＝388億52万円�

平成１８年市議会第２回定例会が開会中です。

　

夏
を
前
に
プ
ー
ル
で
体
力
づ
く
り
は
い
か
が
で
す

か
。
６
月　

日
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
プ
ー

２４

ル
が
、
７
月
１
日
か
ら
は
市
民
プ
ー
ル
（
流
山
、
北

部
、
東
部
）
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、

プ
ー
ル
で
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
行
う
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ク

ス
講
習
会
も
開
催
し
ま
す
。

運
動
不
足
を
解
消
へ

小
学
校
で
は
ヤ
ゴ
で
総
合
学
習
も

　

水
泳
の
授
業
を
前
に
小

学
校
で
は
プ
ー
ル
清
掃
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
５
月

　

日
、
鰭
ケ
崎
小
プ
ー
ル

２６で
は
ト
ン
ボ
の
幼
虫
・
ヤ

ゴ
救
出
大
作
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

プールの季節到来

�
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

の
プ
ー
ル
が
、
６
月　

日
２４

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

同
施
設
は
、
開
閉
式
屋

根
が
あ
る　

メ
ー
ト
ル
プ

２５

ー
ル
。
屋
外
に
は
、
幼
児

も
楽
し
め
る
子
ど
も
用
プ

ー
ル
も
あ
り
ま
す
。

　

▽
開
場
日
＝
６
月　

日
２４

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

プ
ー
ル
が
、今
月　

日
か
ら

２４

�
〜
９
月　

日
�
（
月
曜

１０

を
除
く
）
▽
時
間
（
総
入

れ
替
え
制
）
＝
①　

時
〜

１０

　

時　

分
②　

時　

分
〜

１１

３０

１２

３０

　

時
③　

時　

分
〜　

時

１４

１４

３０

１６

④　

時　

分
〜　

時
⑤　

１６

３０

１８

１９

時
〜　

時　

分
※
７
月
６

２０

３０

日
か
ら
８
月　

日
ま
で
の

２５

間
、
毎
週
木
・
金
曜
の
⑤

は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
講

習
会
▽
利
用
料
金
＝
１
０

０
円（
中
学
生
以
下　

円
）

５０

▽
持
ち
物
＝
水
着
、
水
泳

帽
子
※
小
学
３
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
（
保
護
者

も
水
着
、
水
泳
帽
子
を
着

用
）

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
�
７
１
５
５
―
５
５
６

１
・
５
７
０
１

�
　

市
民
プ
ー
ル
（
流
山
・

市
民
プ
ー
ル

７
月
１
日
か
ら

北
部
・
東
部
の
３
カ
所
）

が
、
７
月
１
日
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

　

こ
と
し
、
中
央
と
東
部

は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
な
ど
外

装
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も　

メ
ー
ト
ル

２５

プ
ー
ル
と
幼
児
用
プ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

　

▽
開
場
日
／
時
間
＝
別

表
の
と
お
り
▽
利
用
料
金

＝
１
０
０
円
（
中
学
生
以

下　

円
）
※　

歳
以
下
は

５０

１０

保
護
者
同
伴
（
保
護
者
も

水
着
を
着
用
）

　

□問
 

市
民
総
合
体
育
館
�

７
１
５
９
―
１
２
１
２
／

流
山
市
民
プ
ー
ル
�
７
１

５
８
―
５
２
７
６
／
北
部

市
民
プ
ー
ル
�
７
１
５
５

―
３
８
６
４
／
東
部
市
民

プ
ー
ル
�
７
１
４
３
―
５

５
７
７

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１９

２０

場
所
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
プ
ー
ル
▽
対
象
＝　
１８

歳
〜　

歳
代
の
方
▽
参
加

５０

費
＝
無
料
（
プ
ー
ル
利
用

料
金
１
０
０
円
は
自
己
負

担
）
▽
持
ち
物
＝
水
着
、

水
泳
帽
子
▽
申
し
込
み
＝

開
催
日
（　

時　

分
〜　

１８

４５

１９

時
）
に
直
接
会
場
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
等
審
議
会

委
員
に
平
山
さ
ん
と

小
原
さ
ん

　

市
補
助
金
等
審
議
会
の

補
充
委
員
に
平
山
満
紀
さ

ん
（
大
学
助
教
授
）
と
小

原
博
仁
さ
ん（
元
公
務
員
）

が
決
ま
り
、
６
月
１
日
付

で
就
任
し
ま
し
た
。
任
期

は
、
平
成　

年
８
月　

日

19

29

ま
で
で
す
。

　

□問
 

財
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
１

夜
７
時
か
ら
講
習
会

浮
力
で
足
腰
に
負
担
か
け
ず
に

ウォータービクス
　

プ
ー
ル
で
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
行
う
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

ビ
ク
ス
講
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
ビ
ク
ス
は
、

消
費
カ
ロ
リ
ー
が
大
き
く

肥
満
解
消
な
ど
に
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
水
の
浮
力

で
膝
や
腰
に
も
負
担
が
か

か
ら
ず
、
泳
げ
な
い
方
で

も
十
分
楽
し
め
ま
す
。

　

日
ご
ろ
運
動
不
足
が
気

に
な
る
方
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
を
。

　

▽
日
程
＝
①
Ａ
コ
ー
ス

…
７
月
６
日
〜
８
月　

日
２４

の
毎
週
木
曜
（
全
８
回
）

②
Ｂ
コ
ー
ス
…
７
月
７
日

〜
８
月　

日
の
毎
週
金
曜

２５

（
全
８
回
）
※
Ａ
・
Ｂ
い

ず
れ
か
１
コ
ー
ス
を
選
択

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
通
に
伴
い
、
流
山
お

お
た
か
の
森
駅
を
中
心
に

新
た
な
市
街
地
の
開
発
が

進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
市
で
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

利
便
性
な
ど
を
総
合
的
に

踏
ま
え
、
お
お
た
か
の
森

駅
前
に
建
設
中
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内

に
、
平
成　

年
４
月
ご
ろ

１９

出
張
所
の
開
設
と

統
廃
合
計
画
の
説
明
会

　

日
に
２
会
場
で
開
催
し
ま
す

２４

「（
仮
称
）お
お
た
か
の
森

出
張
所
」
の
開
設
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

同
出
張
所
は
、
一
層
の

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
、
平
日
の
開
設
時

間
の
延
長
や
土
曜
日
の
開

所
、
さ
ら
に
は
市
税
、
国

民
健
康
保
険
料
の
収
納
な

ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
出
張
所
の
開
設

に
併
せ
、
初
石
・
八
木
出

張
所
を
廃
止
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
地
元
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
６
月　

日
�

２４

▽
会
場
／
時
間
等
＝
別
表

の
と
お
り
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

市
民
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
５

沖
縄
ポ
ッ
プ
ス
を
楽
し
む

　

日
、流
山
お
お
た
か
の
森
駅
で

２９

　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
６
月　
２９

日
�　

時
か
ら　

時　

分

１９

２０

３０

ま
で
同
駅
自
由
通
路
で
行

わ
れ
ま
す
。

　

６
回
目
と
な
る
今
回
は

「
ウ
リ
ズ
ン
・
沖
縄
ポ
ッ

プ
ス
の
ゆ
う
べ
」。夏
本
番

を
前
に
ひ
と
足
早
く
沖
縄

ポ
ッ
プ
ス
で
夏
気
分
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。
日
本
で

唯
一
地
上
戦
の
行
わ
れ
た

沖
縄
で
は
、
６
月
に
慰
霊

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回

の
駅
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

昨
秋
、
平
和
宣
言
を
し
て

い
る
流
山
市
で
「
ア
ジ
ア

平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
た
チ
ャ
ン
プ
ラ
ー
ズ

と
沖
縄
ポ
ッ
プ
ス
デ
ュ
オ

「
東
風
（
こ
ち
）」
の
皆
さ

ん
が
出
演
し
ま
す
。
同
駅

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

の
主
催
で
、
入
場
無
料
、

申
し
込
み
不
要
で
す
。

　

□問
 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課

�
７
１
５
０
―
６
３
０
８

市民プールの開場日・時間
７／１�～７／２�
７／８�～７／９�
７／１５�～７／１７�
７／２１�～８／３１�
９／２�～９／３�

７／３�～７／２０�
（土・日曜、祝日を除く）
および　９／１�

開場日

開場回数

１０：００～１１：３０１２：３０～１４：００１回目
１２：３０～１４：００１４：３０～１６：００２回目
１４：３０～１６：００３回目
１６：３０～１８：００４回目

※水泳大会のため、７月２８日（悪天候等で延期の場合は７月３１
日）および８月６日は、流山市民プールのみ開放できません

説明会　会場・時間等

受付開始時　間会　場

９：３０～１０：００～１１：３０初石公民館
ホール

１３：３０～１４：００～１５：３０八木中学校
体育館
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平成１８年６月１５日（木曜日）　　　（　）２第１１１６号

�
　

流
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
中
心
部
の
約
７
・
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

㈲
流
山
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

が
物
流
セ
ン
タ
ー
事
業
の

実
現
に
向
け
、
関
係
機
関

と
協
議
・
調
整
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
５
月　

日
１８

に
、
地
権
者
全
員
の
同
意

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
報

告
を
受
け
ま
し
た
。今
後
、

県
の
開
発
審
査
会
等
に
向

け
、
関
係
法
令
に
基
づ
き

手
続
き
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
本
市
と

し
て
も
、
こ
の
事
業
が
本

市
の
雇
用
を
含
め
た
経
済

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

新
川
耕
地
有
効
活
用
事

業
に
つ
い
て

も
の
と
考
え
、
引
き
続
き

全
面
的
な
支
援
を
し
て
い

き
ま
す
。

�
　

防
災
会
議
条
例
の
定
め

に
基
づ
く
地
域
防
災
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
か
ら
２
カ
年
継
続
事

業
と
し
て
策
定
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
専
門
的
な
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
へ
の
策
定
業

務
の
発
注
に
向
け
、
そ
の

仕
様
書
の
内
容
を
検
討
し

て
お
り
、
今
年
度
は
被
害

想
定
の
把
握
を
行
い
、
来

年
度
に
は
被
害
想
定
に
基

づ
く
地
域
防
災
計
画
の
作

成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
保
護
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
現

在
そ
の
諮
問
機
関
で
あ
る

国
民
保
護
協
議
会
の
委
員

　

人
の
委
嘱
手
続
き
を
進

２９め
る
と
と
も
に
、
計
画
書

地
域
防
災
計
画
及
び
国

民
保
護
計
画
等
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

策
定
業
務
の
発
注
に
向
け

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
具
体
的
に
は
、

本
年
９
月
ご
ろ
に
同
協
議

会
に
国
民
保
護
計
画
の
策

定
に
つ
い
て
諮
問
し
、
そ

の
後
、
県
と
の
協
議
を
経

て
同
協
議
会
の
答
申
を
い

た
だ
く
予
定
で
あ
り
、
来

年
の
第
１
回
定
例
会
に
は

国
民
保
護
計
画
に
つ
い
て

報
告
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

�
　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制

度
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

県
の
制
度
を
基
本
と
し
て
、

乳
幼
児
の
保
健
対
策
の
充

実
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
本
年
８
月

か
ら
さ
ら
な
る
子
育
て
支

援
策
と
し
て
、
通
院
・
入

院
と
も
現
在
の
３
歳
未
満

児
か
ら
就
学
前
児
童
ま
で

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事

業
の
拡
充
に
つ
い
て

　一般報告をする井崎市長

　

６
月
１
日
、平
成　

年
市
議
会
第
２
回
定
例
会
の
冒
頭
、井
崎
市
長
は　

項
目
に
つ
い

１８

２３

て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。な
お
、掲
載

し
た
項
目
以
外
に「
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
」、「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

に
つ
い
て
」、「
電
算
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
の
見
直
し
に
つ
い
て
」、「
第
２
庁
舎
事
務
室
移
転

に
つ
い
て
」、「
市
民
活
動
団
体
公
益
事
業
補
助
金
の
交
付
事
業
の
決
定
に
つ
い
て
」、「
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
カ
ー
ド
化
に
つ
い
て
」、「
地
域
職
業
相
談
室
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
」、「
利
根
運
河
を
活
用
し
た
観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
」、「
都
市
景
観

形
成
基
本
計
画
に
つ
い
て
」、「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
」、「
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
」、「
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
」、「
江
戸
川
新
橋
の

建
設
計
画
に
つ
い
て
」、「
お
お
た
か
の
森
浄
水
場
の
開
設
に
つ
い
て
」も
報
告
し
ま
し
た
。

市　議　会
第２回定例会

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

　

項
目
に
つ
い
て
報
告

２３

範
囲
を
拡
大
す
る
諸
準
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
首
都
圏
に

お
け
る
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
�
流
山
�
と
し
て
の

評
価
を
高
め
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
地

域
へ
の
波
及
効
果
も
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

�
　

本
市
は
、「
環
境
行
動
計

画
」
や
「
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」を
策
定
し
、

市
が
実
施
す
る
事
務
事
業

に
お
い
て
も
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
し

て
い
く
な
ど
積
極
的
な
実

践
行
動
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
庁
内
の
全

て
の
課
に
「
環
境
行
動
推

進
員
」
を
置
き
、
各
課
に

お
け
る
照
明
や
空
調
機
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を

抑
制
す
る
な
ど
、
庁
内
で

の
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
環
境
保
全
活
動
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
公
共

施
設
で
の
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
へ
の
率
先
し
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
係

る
庁
内
行
動
の
実
施
に

つ
い
て

市
役
所
第
３
庁
舎
、
西
平

井
･
鰭
ケ
崎
地
区
区
画
整

理
事
務
所
で
は
壁
面
緑
化

を
、
水
道
局
新
庁
舎
に
お

い
て
は
屋
上
緑
化
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
と
し

も
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
６
月
１

日
か
ら
実
施
し
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
緑
化
に
か
か

わ
る
施
策
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

�
　

市
民
が
粗
大
ご
み
の
引

き
取
り
を
依
頼
す
る
場
合

は
、
事
前
に
粗
大
ご
み
処

理
券
を
購
入
し
、
排
出
す

る
ご
み
に
貼
付
し
て
排
出

し
ま
す
。

　

こ
の
処
理
券
の
販
売
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
出
張

所
な
ど
公
共
施
設　

カ
所

２１

で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市

民
の
利
便
性
を
図
る
た
め

商
工
会
の
協
力
を
得
て
、

５
月
１
日
か
ら
新
た
に
民

間
の
商
店
な
ど　

カ
所
で

１６

も
販
売
を
開
始
し
、
よ
り

購
入
し
や
す
い
環
境
を
整

え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
販
売
所
に
つ

い
て
は
市
内
で
の
地
域
バ

ラ
ン
ス
等
を
考
慮
し
、
よ

り
一
層
の
市
民
の
利
便
性

向
上
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

�
　

初
め
に
、
県
施
行
の
運

動
公
園
周
辺
地
区
お
よ
び

木
地
区
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
東
葛
飾
地
域
整

備
セ
ン
タ
ー
内
に
両
地
区

粗
大
ご
み
処
理
券
販
売

所
の
増
設
に
つ
い
て

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

の
事
業
を
一
括
し
て
担
当

す
る
「
流
山
区
画
整
理
事

務
所
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
ま
ち

づ
く
り
を
効
率
的
に
進
め

る
た
め
、
柏
整
備
事
務
所

１
階
に
県
都
市
整
備
課
分

室
が
設
置
さ
れ
、
県
土
整

備
部
技
監
が
常
駐
し
、
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
県
で
は
両
地
区

の
事
業
計
画
お
よ
び
整
備

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
が
で
き
次
第
、
地
権

者
の
皆
さ
ま
に
説
明
が
行

わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
本
市
施
行
の
西

平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
に
お

い
て
は
、
こ
の
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
「
グ
リ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン
認
定
制
度
」
に

基
づ
き
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
」
を
取
得
し
た
住
宅
メ

ー
カ
ー
と
の
保
留
地
共
同

分
譲
を
夏
以
降
に
予
定
し

て
お
り
、
間
も
な
く
住
宅

の
建
築
に
着
手
す
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。
な
お
、

今
年
度
末
の
事
業
進
捗
率

は
約　

パ
ー
セ
ン
ト
に
な

３９

る
見
込
み
で
す
。

　

次
に
、
都
市
再
生
機
構

施
行
の
新
市
街
地
地
区
に

つ
い
て
は
、
駅
西
側
を
東

武
野
田
線
と
並
行
し
て
、

江
戸
川
台
西
口
方
面
と
豊

四
季
駅
南
口
方
面
と
を
結

ぶ
都
市
計
画
道
路
３
・
５

・　

号
東
深
井
市
野
谷
線

２２
（
幅
員　

ｍ
）
の
新
市
街

２７

地
地
区
内
の
全
区
間
が
、

今
月
下
旬
に
通
行
が
可
能

に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
流
山
お
お
た
か

の
森
駅
南
口
駅
前
に
お
い

て
既
に
建
設
工
事
が
開
始

さ
れ
た
（
仮
称
）
流
山
お

お
た
か
の
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
の
計
画
に
つ

い
て
は
、
５
月　

日
お
よ

１４

び　

日
に
、
商
業
事
業
者

１５
主
催
に
よ
り
、
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
き

計
画
地
周
辺
の
皆
さ
ま
を

対
象
と
す
る
説
明
会
が
開

催
さ
れ
、
こ
の
中
で
、
開

業
予
定
日
が
平
成　

年
３

１９

月　

日
の
予
定
で
あ
る
こ

１２
と
や
施
設
計
画
の
概
要
、

施
設
周
辺
の
交
通
へ
の
配

慮
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
同
時
に
進
め

ら
れ
て
い
る
マ
ン
シ
ョ
ン

建
設
計
画
は
、
本
市
が
進

め
る
「
流
山
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
戦
略
」
に
お
け
る

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
認
定
取

得
を
目
指
し
た
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
口
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
に
隣
接
す
る
街
区

に
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ

く
り
や
産
業
創
造
の
ま
ち

づ
く
り
に
配
慮
し
た
商
業

・
業
務
ビ
ル
の
建
設
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

�
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
地
域
に
お
い
て
、
環

境
省
と
共
同
で
、
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
抑
制
型
ま
ち

づ
く
り
の
検
討
調
査
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
近
年
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象

に
よ
る
都
市
域
の
高
温
化

が
問
題
と
な
る
中
、
環
境

省
に
お
い
て
進
め
て
い
る 

「
都
市
緑
地
を
活
用
し
た

地
域
の
熱
環
境
改
善
構

想
」
の
適
用
第
１
号
と
し

て
、
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
や
流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ

ー
ク
駅
周
辺
の
気
温
な
ど

の
状
況
を
観
測
し
、
そ
の

効
果
を
分
析
検
討
す
る
こ

と
で
、
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー

ン
戦
略
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
用
し
て
い
く
も
の
で
す
。

�
　

水
防
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
一
級
河
川
江
戸
川
に

接
す
る
本
市
が
、
浸
水
想

定
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
１７

度
に
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
作
成
事
業
」
を
実
施

し
、
こ
の
３
月
に
業
務
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
は
、
お
お
む
ね
２
０

０
年
に
１
回
程
度
の
大
雨

が
降
っ
た
場
合
の
江
戸
川

堤
防
決
壊
を
想
定
し
た
も

の
で
、
国
土
交
通
省
江
戸

川
河
川
事
務
所
が
作
成
し

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦

略
推
進
方
策
に
関
す
る

調
査
に
つ
い
て

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
全
戸
配
布
に
つ
い
て

た
江
戸
川
浸
水
想
定
区
域

図
を
基
に
、
洪
水
時
に
お

け
る
市
民
へ
の
事
前
周
知

と
し
て
、
浸
水
状
況
お
よ

び
避
難
方
法
等
に
係
る
情

報
提
供
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
７

月
中
旬
に
自
治
会
等
を
通

し
全
戸
に
配
布
す
る
予
定

で
す
。

�
　

地
域
で
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

目
指
し
、
私
立
幼
稚
園
に

通
園
し
て
い
る
保
護
者
の

経
済
的
負
担
軽
減
と
公
立

幼
稚
園
と
の
格
差
是
正
を

図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

私
立
幼
稚
園
児
補
助
金
を

増
額
し
ま
し
た
。
４
歳
児

と
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
年
額
１
万
７

０
０
０
円
か
ら
３
０
０
０

円
増
額
し
て
年
額
２
万
円

と
し
、
市
の
単
独
補
助
金

と
し
て
支
給
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
私
立
幼
稚
園
の

重
要
性
が
増
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
公
立
幼
稚
園

の
見
直
し
に
伴
う
財
源
等

を
も
と
に
子
育
て
支
援
施

策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

私
立
幼
稚
園
児
補
助
金

の
増
額
に
つ
い
て

　子育てしやすいまちを目指します

　流山おおたかの森駅南口

　私立幼稚園児補助金を増額
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第１１１６号（　）　　　平成１８年６月１５日（木曜日）３

景
観
は
み
ん
な
の
財
産

都
市
景
観
形
成
基
本
計
画
を
策
定

　

本
市
の
あ
る
べ
き
景
観

の
形
成
に
向
け
て
、「
流
山

市
都
市
景
観
形
成
基
本
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

景
観
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
空
間
だ
け
で

な
く
、
私
的
な
空
間
に
お

け
る
住
宅
や
工
場
、
農
地

や
樹
林
な
ど
の
『
眺
め
る

も
の
の
総
体
』
と
『
感
じ

方
』
に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
も

が
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
所　流山の景観の価値をさらに高め引き継ぎます

移転後の電話番号等について
現行（６月２３日まで）移転後（６月２６日以降）

平日８：３０～１７：２０平日・土曜８：３０～１７：２０
※祝日・年末年始を除く業務時間

加６丁目１５３９番地西初石５丁目５７番地所在地

代表番号７１５９－５３１１
番号の変更はありません。移転後は、音声ガイ
ダンスでご案内し、担当におつなぎします。音
声案内の途中でも、番号を押すと担当につなが
りますのでご利用ください。 
●水道の料金、利用開始・休止等に関すること
　　１番→水道局お客様センターに接続
●給水装置、給水申込納付金に関すること
　　２番→業務課に接続
●漏水、水質に関すること
　　３番→工務課に接続
　　　　　（業務時間外は水道センターに転送）
●配水管工事に関すること
　　４番→工務課に接続
●上記のいずれにも該当しない場合
　　９番→庶務課に接続

電話番号
（音声ガ
イダンス）

有
は
個
人
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
住
宅
や
庭
木
も
一
つ

の
要
素
で
、
景
観
は
市
民

共
有
の
財
産
で
す
。

�
　

①
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
連
携
す
る
た
め
の
道

筋
を
つ
け
る

　

景
観
を
構
成
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
要
素
に
関
わ
る
主

体
と
し
て
の
市
民
、
事
業

者
と
行
政
が
共
通
の
認
識

の
も
と
連
携
し
て
景
観
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
道

し
る
べ
と
し
て
、
そ
の
あ

り
方
を
示
し
ま
す
。

　

②
流
山
の
景
観
の
方
向

を
明
ら
か
に
す
る

　

流
山
の
景
観
は
、
こ
れ

ま
で
先
人
た
ち
が
築
い
て

基
本
計
画
の
目
的

き
た
歴
史
、
文
化
さ
ら
に

は
自
然
的
な
緑
や
水
辺
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
と
資

源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
ま

た
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
沿
線
な
ど
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る

区
域
で
は
、
秩
序
あ
る
景

観
の
形
成
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
歴
史

や
文
化
を
映
す
景
観
と
、

新
た
に
創
出
す
る
ま
ち
づ

く
り
で
の
景
観
に
つ
い
て
、

市
域
全
体
を
ど
の
よ
う
に

構
成
し
て
い
く
か
と
い
う

総
合
的
な
視
点
が
不
可
欠

で
す
。こ
の
基
本
計
画
は
、

市
民
と
事
業
者
お
よ
び
行

政
が
、
景
観
形
成
を
進
め

る
上
で
目
指
す
べ
き
流
山

の
景
観
の
方
向
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

�
　

本
計
画
は
、
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
計
画
で
あ
る
、

「
流
山
市
総
合
計
画
」
と

「
流
山
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」を
踏
ま
え
、

景
観
の
特
性
や
課
題
を
明

ら
か
に
し
、
流
山
の
良
好

な
景
観
の
実
現
に
向
け
た

方
策
や
手
段
を
示
す
も
の

と
し
て
、
市
民
の
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
策
定
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
景
観
計
画
」

や
「
景
観
条
例
」
の
策
定

を
視
野
に
入
れ
、
専
門
家

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
市

　
基
本
計
画
の

位
置
づ
け　

民
、
事
業
者
、
行
政
の
連

携
の
も
と
施
策
や
事
業
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す

（
＝
図
）。

�
　

本
市
は
６
月
１
日
に
景

観
行
政
団
体
と
な
り
、
今

後
は
、
こ
の
基
本
計
画
を

も
と
に
景
観
法
に
基
づ
く

景
観
計
画
を
策
定
し
、
具

体
的
な
景
観
の
形
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
※
な
お
、
基
本
計
画

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー
、
図
書
館
、
公
民
館
、

都
市
計
画
課
の
窓
口
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

今
後
の
取
り
組
み

基本計画の位置づけ�

流山市総合計画（基本構想）�
（地方自治法第２条第４項）�

・市民�
・事業者�

部門別計画�
・緑の基本計画�
・環境基本計画�
�
　　　　　など�

流山市都市景観形成�
基本計画�

連携による景観まちづくりの実現�

流山市都市計画�
マスタープラン�

（都市計画法第18条の2）�

景観条例�

公表� 連携�

位置づけ�
事業等の実施�

参加�
連携�

規制・誘導�

景観計画�
（景観法第８条第１項）�

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
く

ご
家
庭
で
も
壁
面
緑
化
を

　

窓
際
な
ど
に
緑
の
カ
ー

テ
ン
（
壁
面
緑
化
）
を
設

置
す
る
こ
と
で
日
除
け
や

断
熱
効
果
に
よ
り
、
室
内

温
度
が
下
が
り
夏
を
涼
し

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

壁
面
緑
化
は
、
室
内
温

度
を
下
げ
る
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
を
削
減
で

き
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
役
立
つ
こ
と
か
ら
、
市

役
所
第
３
庁
舎
や
西
平
井

・
鰭
ケ
崎
地
区
区
画
整
理

事
務
所
で
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
【
ご
家
庭
で
簡
単
に
】

　

夏
季
に
直
射
日
光
が
あ

た
る
窓
際
な
ど
に
、
つ
る

支
持
材
を
取
り
付
け
た 

上
、
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に

つ
る
性
の
植
物
の
ア
サ
ガ

オ
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ゴ
ー
ヤ

な
ど
を
植
栽
し
て
い
く
こ

と
で
、
家
庭
で
も
簡
単
に

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
つ
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
で

は
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

も
い
い
で
す
ね
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

　市役所第３庁舎の南側壁面のプラ
ンター栽培

水道局

新
庁
舎
は
土
曜
も
開
庁

業
務
開
始
は
６
月　

日
か
ら

26

　

平
成　

年
度
か
ら
平
成

１５

　

年
度
ま
で
の
３
カ
年
継

１７続
事
業
と
し
て
整
備
を
進

め
て
い
た
、
お
お
た
か
の

森
浄
水
場
と
水
道
局
新
庁

舎
が
西
初
石
に
完
成
し
ま

し
た（
図
参
照
）。
こ
れ
に

よ
り
、
水
道
局
の
事
務
所

機
能
も
移
転
し
、
６
月　
２６

日
か
ら
新
庁
舎
で
の
業
務

が
開
始
さ
れ
ま
す
。
こ
の

移
転
に
伴
い
、
６
月　

日
２６

以
降
は
、
代
表
番
号
で
の

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
よ
る

担
当
窓
口
案
内
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
水
道
局

お
客
様
セ
ン
タ
ー
は
土
曜

日
も
業
務
を
行
う
よ
う
に

な
り
ま
す
（
別
表
参
照
）。

　

□問
 

水
道
局
庶
務
課
�
７

１
５
９
―
５
３
１
５

�
　

流
山
お
お
た
か
の
森
駅

と
水
道
局
新
庁
舎
の
間
を

南
北
に
通
る
、
都
市
計
画

道
路
３
・
５
・　

号
東
深

２２

都
市
計
画
道
路
東
深
井
市

野
谷
線
が
通
行
可
能
に

井
市
野
谷
線
が
お
お
む
ね

完
成
し
ま
し
た（
図
参
照
）。

こ
れ
に
よ
り
、
同
道
路
は

６
月　

日
か
ら
通
行
で
き

２０

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
通

行
に
当
た
っ
て
は
、
現
地

の
案
内
板
等
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

　

市
役
所
第
２
庁
舎
の
耐

震
診
断
を
行
っ
た
結
果
、

構
造
耐
震
指
標
の
目
標
値

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、

抜
本
的
な
耐
震
補
強
が
必

要
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
状
の
ま
ま
で
耐
震

の
補
強
工
事
等
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
執
務
空
間
が

分
断
さ
れ
事
務
室
と
し
て

の
機
能
が
失
わ
れ
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た

事
態
を
回
避
す
る
た
め
、

事
務
室
を
移
転
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
移
転
に
当

た
っ
て
は
、
現
在
の
事
務

室
の
利
用
形
態
の
省
ス
ペ

ー
ス
化
を
図
り
、
そ
れ
で

も
不
足
す
る
事
務
室
は
新

た
に
建
て
替
え
る
計
画
で

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
第

２
庁
舎
の
一
部
の
部
署
を

８
月
末
ま
で
に
第
１
庁
舎

と
新
水
道
局
庁
舎
等
へ
移

し
て
い
く
と
と
も
に
、
第

１
庁
舎
北
側
駐
車
場
に
新

た
に
庁
舎
を
建
て
替
え
、

現
第
２
庁
舎
に
残
る
部
署

を
平
成　

年
３
月
末
ま
で

１９

に
移
転
す
る
計
画
で
す
。

　

移
転
内
容
に
つ
い
て
は
、

新
設
す
る
庁
舎
の
設
計
等

が
具
体
的
に
な
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

市
役
所
第
２
庁
舎

事
務
室
が
一
部
移
転

水道局新庁舎と新たに通行可能になる道路�

流山警察署�

水道局新庁舎�

GS

つくばエクスプレス�

東
武
野
田
線�

旧
日
光
街
道�

流
山
郵
便
局�

至初石�

至豊四季�

至流山セントラルパーク�

新しく通行できる区間�

至柏の葉�
　キャンパス�

流山おおたかの森駅�

東武バスイースト㈱運行の路線バス「南流山駅～クリーンセンター線」が、６月２０日�から
増便によりダイヤ改正されます。□問 東武バスイースト㈱�７１４４－５０１１
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市
で
は
、
新
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
市

民
満
足
度
を
高
め
、
都
市

間
競
争
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
た
め
の
行
財
政
基
盤
の

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
必

要
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
的

確
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

ビ
ス
を
、
次
の
と
お
り
大

き
く
２
つ
に
分
類
し
ま
す
。

　

①
市
民
と
の
協
働
が
可

ま
た
、
市
民
参
加
の
気
運

が
高
ま
る
中
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
市
民
と
の
協
働

に
よ
り
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
は
、
新
行
財
政
改
革
実

行
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
「
効

率
的
で
市
民
満
足
度
の
高

い
行
財
政
運
営
」
を
確
立

す
る
た
め
に
、
定
員
適
正

化
計
画
に
よ
る
職
員
数
の

削
減
と
と
も
に
、
協
働
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針

に
沿
い
な
が
ら
、
市
民
と

の
協
働
が
可
能
な
業
務
を

明
確
化
し
、
市
民
に
よ
る

業
務
参
加
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
ご
提
案
い
た
だ

く
「
市
民
提
案
型
」
も
採

用
し
ま
す
。

�
　

委
託
先
等
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者

等
総
合
的
な
評
価
が
必
要

な
事
業
に
つ
い
て
、
公
平

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
事
業
や
業
務
の
内

容
に
沿
っ
た
選
定
基
準
を

作
成
し
た
上
で
、
市
民
や

学
識
経
験
者
な
ど
第
三
者

を
含
め
た
機
関
を
設
置
し

選
定
し
ま
す
。

委
託
先
等
の
選
定

能
な
分
野
（
市
民
に
よ
る

業
務
参
加
事
業
）。

　

②
公
務
員
で
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
分
野
（
行

政
が
担
う
事
業
）。

　

こ
の
う
ち
、
①
の
分
野

に
つ
い
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
進
め
ま
す
。

�
　

市
民
と
の
協
働
の
観
点

か
ら
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
計
画
の
対
象
事
業
は
、

行
政
か
ら
提
示
す
る
「
行

政
メ
ニ
ュ
ー
提
示
型
」（
別

表
参
照
）
だ
け
で
な
く
、

対
象
事
業
の
提
案
者

の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
サ
イ
ク
ル
を
活

用
し
、
市
民
や
議
会
か
ら

の
意
見
を
も
と
に
、
毎
年

度
、
対
象
事
業
等
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
平
成　

年
１７

度
に
「
行
政
メ
ニ
ュ
ー
提

示
型
」
の
事
業
を
対
象
と

し
て
策
定
し
た
『
第
１
次

計
画
』
で
す
。

　

今
年
度
は
、
行
政
メ
ニ

ュ
ー
提
示
型
の
事
業
の
選

定
と
並
行
し
て
、
す
べ
て

の
事
業
内
容
を
公
表
し
、

市
民
や
議
会
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
提
案
型
事
業
の
募
集
等

を
踏
ま
え
て
、『
第
２
次
計

画
』
を
策
定
し
ま
す
。
第

２
次
計
画
で
は
、「
公
共
サ

ー
ビ
ス
改
革
法
」
の
対
象

事
業
に
関
す
る
対
応
方
針

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画

は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

計
画
の
策
定
方
針

計
画
の
策
定
方
針

�
　
【
市
民
】

　

市
民
と
は
、
本
市
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
、

自
治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
法
人
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含

む
）、
民
間
企
業
で
す
。

　
【
協
働
】

　

協
働
と
は
、
市
民
と
行

政
が
効
率
的
で
市
民
満
足

度
の
高
い
行
財
政
運
営
を

確
立
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
と
立
場
を
お
互

い
に
理
解
・
尊
重
し
な
が

ら
、
連
携
協
力
し
て
「
公

共
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。

　
【
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
】

　

本
市
に
お
け
る
ア
ウ
ト

主
な
用
語
の
定
義

計
画
の
基
本
的
な

計
画
の
基
本
的
な

考
え
方

考
え
方

　

定
員
適
正
化
計
画
に
お

け
る
職
員
の
削
減
は
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
の

実
践
と
職
員
の
人
材
育
成
、

さ
ら
に
は
事
務
事
業
の
統

廃
合
や
効
率
化
を
柱
と
し

て
総
合
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
２
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
平
成　

年
度
以
降

１９

の
職
員
削
減
に
対
す
る
業

務
量
を
補
う
た
め
、
積
極

的
に
対
象
事
業
の
選
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
と
定
員
適
正
化
計
画

画
と
定
員
適
正
化
計
画

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
を
確
実
に
進
め
て
い
く

た
め
、
広
報
紙
等
を
活
用

し
て
市
民
に
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
等
を
活
用
し
て
自
治

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
で

き
る
制
度
と
し
て
、「（
仮

称
）
市
民
活
動
団
体
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

出
前
講
座
」
な
ど
の
研
究

を
進
め
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

計
画
の
推
進
・
強
化

計
画
の
推
進
・
強
化

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

計
画
の
目
的

計
画
の
目
的

効効効効効効効効率率率率率率率率的的的的的的的的でででででででで市市市市市市市市民民民民民民民民満満満満満満満満足足足足足足足足度度度度度度度度のののののののの高高高高高高高高いいいいいいいい行行行行行行行行財財財財財財財財政政政政政政政政運運運運運運運運営営営営営営営営効率的で市民満足度の高い行財政運営

市
民
と
協
働
で
実
践

第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、「
効
率
的
で
市
民
満
足
度
の
高
い
行

財
政
運
営
」
を
確
立
す
る
た
め
、
協
働
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
指
針
に
沿
い
な
が
ら
、
市
民
と

の
協
働
が
可
能
な
業
務
を
明
確
化
し
、
市
民
に

よ
る
業
務
参
加
の
推
進
を
目
的
と
し
た
『
第
１

次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
』
を
策
定
し
ま
し

た
。今
号
で
は
、そ
の
目
的
や
基
本
的
な
考
え
方
、

策
定
方
針
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

アウトソーシング計画の位置づけ�

市民満足度を高め、都市間競争をリードする�

市民との協働を進める�

� 
新行財政改革実行プラン�

「効率的で市民満足度の高い行財政運営」を確立する�

� 
定員適正化計画�

アウトソーシング計画�
《市民による業務参加の推進》�

協働まちづくりの�
ための指針�

―――は第１次アウ�

トソーシング計画か�

ら実践します。�

　　　は第２次アウ�

トソーシング計画以�

降で実践します。�

�

市民提案型�

委託型�個人参加型�

行政メニュー提示型� 競争型�

委託型�個人参加型� 指定管理者制度�

画の展開図》�

「行政が担う事業」から「市民による�

る事務事業も想定されます�

委
託
先
等
を
選
定�

す
る
た
め
の
機
関�

行政評価のＰＤＳサイクルとアウトソーシングの見直しの関係�

市民・議会からアウ�

トソーシングに関す�

る意見を聴取する�

PLAN�

（計画）�

行政評価�

SEE�

（評価）�

アウトソーシング計画の見直し�

DO�

（実施）�

（アウトソーシングの実践）�

事務事業評価の見直し改善の中で、全ての事務事業についてアウトソーシングの�

可能性を検討し、市民・議会に対し、検討結果を公表する。�

習センターは、既に指定管理者

※アウトソーシングに関するご意見の聴取方法は、決まり次第お知らせ
　します

（　）　　 第１１１６号５

ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、
外
部

へ
の
業
務
委
託
お
よ
び
市

民
に
よ
る
業
務
へ
の
参
加

で
す
。

�
　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
で
は
、こ
れ
ま
で
行
政
が

提
供
し
て
き
た
公
共
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
分
類

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
に
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
目
的
、

役
割
、
効
果
な
ど
に
つ
い

て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

　

※
第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
計
画
は
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ

び
各
出
張
所
・
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

効効効効効効効効率率率率率率率率的的的的的的的的でででででででで市市市市市市市市民民民民民民民民満満満満満満満満足足足足足足足足度度度度度度度度のののののののの高高高高高高高高いいいいいいいい行行行行行行行行財財財財財財財財政政政政政政政政運運運運運運運運営営営営営営営営効

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
７
８

特集特集
第１次アウトソーシング計画対象事業一覧表　【行政メニュー提示型】

アウトソーシングの業務内容事　業　の　概　要事　　業　　名分類

生涯学習フェスタなどの各種イベントに関する企
画・運営や、成人式に関する事務作業等を委託す
る。

生涯学習情報提供、人材登録、生涯学習フェスタな
どの生涯学習イベント、成人式事業等から構成し、
生涯学習の基盤を整備する。

基盤・学習機会整備事業

イ

ベ

ン

ト

企

画

・

運

営

四季の花々展、サロンコンサート、市民ギャラリ
ー展、市民音楽祭の企画運営展示について委託す
る。

四季の花々展、サロンコンサート、市民ギャラリー
展、市民音楽祭を開催し文化の振興を目指す。

芸術・文化振興事業

市内の中学校・高校の生徒から発表者募集、審査
委員依頼、案内通知発送、大会の運営等を委託す
る。

青少年が、日ごろ考えている抱負や意見等を発表し、
同世代の青少年はもとより、一般の人々にも広く訴
えるため青少年主張大会を開催する。

青少年主張大会運営事業

健康ジョギング講習会は既にコミュニティスポー
ツリーダーと協働実施中。お父さんのための体力
アップ、高齢者のための体力アップ、ウォーター
ビクス講習会を専門的指導者に委託する。

市民一人ひとりの健康の保持増進と体力の向上に要
する事業。健康ジョギング講習会、中高年対象の健
康・体力アップ講習会等を行う。 

健康・体力づくり活動事業

流山ロードレース大会の企画・運営。県民体育大
会出場選手の参加申し込みの取りまとめ・選手の
派遣に係る派遣費の支出業務等事務的業務を委託
する。

スポーツ講習会や大会をとおして､スポーツ活動の
機会を拡充するもので、軽スポーツ活用講習会､流
山ロードレース大会､県民体育大会選手派遣などを
行う。

スポーツ講習会・大会開催事業

これまで学校体育施設開放委員会が行ってきた利
用団体の登録、学校と施設利用の調整を委託する。
また、小山小学校開放プールの管理運営を委託す
る。

学校体育施設を、市民のスポーツ利用に効果的に活
用する。

学校体育施設利用推進事業

史跡巡りに関し、希望者が参加しやすいイベント
になるよう、実施内容の見直しなどの企画立案を
含め、運営を委託する。

流山の歴史を明らかにし、多くの市民に郷土史を理
解してもらうために、古文書の解読講座の開催や、
参加者を募り史跡巡りを実施する。

市史編さん活動事業

農作物の選考会の運営および参加者となる農業者
への連絡・調整を委託する。

農産物の品質向上および農業技術の改善を図るとと
もに、本市の農業を広く市民に周知し、農業に対す
る認識と理解を得るため、各種農産物の共進会を開
催する。

農業共進会事業

ガレージセールや各種講座（ごみ減量・資源化関
連）の開催について委託する。

ガレージセールやリサイクル等の講座などの開催、
ごみ減量・資源化を呼びかける横断幕の掲示、リサ
イクル協力店の募集、リサイクルについての説明会
等を実施し、ごみの減量・資源化や再利用の啓発を
呼びかける。

ごみ減量・資源化啓発事業

事業の企画、講師等の依頼、市民等への周知およ
び参加者募集、資料作成・会場準備等を委託する。

男女共同参画社会の形成に向け、市民および職員等
の男女共同参画意識の高揚を図るため、講習会等各
種イベントを開催する。

男女共同参画社会づくり啓発事業

啓　
　
　
　
　
　

発

イベント実施概要に基づき、作品の募集、作品展
示、応募作品入賞者リスト作成、作品審査、入賞
作品ホームページ掲載を委託する。

水の大切さ、限りある貴重な資源であることを認識
してもらうために、市内在住・在勤の小学生以上か
ら、ポスター・標語を募集する。

水道週間啓発事業

文化財の指定に係る古い建造物の調査、遺跡見学
会・遺跡展示会等の運営を委託する。

文化財の指定・解除、指定文化財の保護のための助
成、埋蔵文化財の開発行為等との調整、文化財への
理解を深めてもらうための啓発活動を行う。

文化財保護・活用事業

企画展の企画および展示内容の解説を委託する。

多くの市民に流山の文化財と歴史について体系的に
理解してもらうため、常設展示の公開・企画展の開
催・講演会・ふるさと入門講座の開催等各種活動を
実施する。

博物館活動事業（教育普及事業等）

年間４０回程度の安全教室や、街頭啓発等の啓発活
動を委託する。

幼児、小学生、中学生および高齢者に対し、安全教
室や街頭啓発等を実施することにより、交通安全に
対する意識の高揚を図る。

交通安全啓発・指導事業
（各種啓発・指導活動）

広報ながれやま特集号（号外）発行に関する取材、
レイアウト編集、校正を委託する。

月２回発行する「広報ながれやま」をはじめ特集号
（号外）の編集・発行を行う。

広報事業（広報紙編集事業）

広

報

紙

等

作

成

各担当課が作成したホームページを公開するまで
の作業およびバナー広告の募集など、ホームペー
ジに関する管理全般を委託する。

市ホームページの管理・運営を行う。広報事業（ＨＰ作成、管理事業）

市長への手紙、市政へのメール等の受け付け、発
送、質疑応答の内容の分類、作成、整理、担当課
との連絡調整を委託する。

市への提言・苦情など「市長への手紙」や「市政へ
のメール」等の受け付けおよび対応策などの回答や
タウンミーティングの開催などを行う。

広聴事業（市長への手紙等事業）

「エコライフ」のレイアウト、原稿作成、編集、
印刷等を委託する。

環境美化推進員等の協力を得ながら地域の監視を行
い、更には、環境保全に関わる情報提供・啓発紙で
ある「エコライフ」を年１回発行し、環境美化の推
進に努める。

環境保全推進指導事業
（エコライフの発刊）

現在、キャンプ場の管理は一部自治会に、草刈り
は民間企業に委託している。今後は、申し込み等
の事務手続きについても委託を進めていきたい。

げんき村キャンプ場の運営および管理を行う。げんき村キャンプ場運営管理事業
施
設
維

持
管
理

現在、自治会には、月１日以上の清掃および夏季
に１回以上の草刈りを委託している。今後も、同
様な委託内容を予定している。

市内にある３１４カ所の都市公園の維持管理（清掃・
草刈り）を行うものである。現在４４自治会に１０５カ
所の公園の維持管理を委託しており、今後は、他の
自治会へも委託を拡充していくことで、公園に対す
る市民の愛着や親近感を醸成していく。

公園維持管理事業

地
域
活
動

年間を通して午後９時３０分～翌日午前８時３０分ま
での夜間について、市庁舎および駐車場の巡回等
の業務を２人体制により民間委託する。

市庁舎および駐車場等の施設内の巡回、さらに夜間
の電話の受け付け業務等の守衛業務を行う。

施設管理事業

内

部

管

理

千葉県市町村共済組合に関する事務の受け付け・
資料の配布などを委託する。

千葉県市町村共済組合に関する受け付け事務など、
福利厚生に係る事業を行う。

福利厚生事業

９０個のチャイルドシートの貸出業務（電話予約、
申請受付、貸与、備品管理等）を委託する。

チャイルドシートの使用促進を図ることで、幼児の
交通事故被害を軽減させる。

交通安全啓発・指導事業
（チャイルドシート貸与事業）

指定の様式に集計データや事業概要を入力し、決
算認定を受ける第３回定例会以降に約６０ページ分
の年報としてまとめあげ、ホームページに掲載を
委託する。

水道事業における施設設備の整備概要、業務状況記
録、財務会計状況記録等を収集・解析し、水道年報
としてまとめる。

統計資料作成事業

研修会の日程作成・講師依頼、県への養成事業指
定申請受講生募集、決定通知、研修当日の事務、
修了証等準備事務、県への報告等を委託する。

精神障害者のサービスに携わるヘルパーを養成する
ために、その資格を取得することのできる研修会を
県の認可を受けて実施する。

精神障害者ホームヘルパー養成事業

研修会の日程作成・講師依頼、県への養成事業指
定申請受講生募集、決定通知、研修当日の事務、
修了証等準備事務、県への報告等を委託する。

障害者の移動介護に従事するヘルパーを養成するた
めに、その資格を取得することのできる研修会を県
の認可を受けて実施する。

移動介護従事者（ガイドヘルパー） 
養成研修事業

イベントの企画・管理・運営や、パンフレットの
作成・新聞雑誌等本市の広報宣伝活動事業の一部
を委託する。

本市の新市街地地区に経済活動の創出、産学官連携
による活性化を目指すため、本市のプロモーション
のためのイベント・パンフレットの作成・新聞雑誌
等への広告を展開する。

経済活動の創出・
産学官連携の推進事業そ　

　

の　
　

他

水害後の感染症の発生を未然に防止するための消
毒作業を委託する。

市内各自治会に防疫用の薬剤を斡旋（自治会３割負
担）するとともに、薬剤散布機の無料貸し出し、衛
生害虫（ハエ・蚊）の発生を予防する。

病害虫等対策事業
（水害発生後の防疫活動）

各種選挙事業の投票事務の投票所の設営、撤去、
受け付け等の一部を委託する。
委託人数の拡大を図っていくものとする。

各種選挙における選挙事務を実施するため、４０カ所
の投票所の設営・撤去、受け付け等を行う。

各種選挙事業

市民による業務参加事業�

行政が担う事業�

市民・議会による提案�

委

《アウトソーシング計画

※市民・議会による提案で、

　業務参加事業」に編入する

４月１５日にオープンした生涯学習
制度を導入。
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市
で
は
、
新
行
財
政
改

革
実
行
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を

実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
市

民
満
足
度
を
高
め
、
都
市

間
競
争
を
リ
ー
ド
し
て
い

く
た
め
の
行
財
政
基
盤
の

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
満
足
度
を
高
め
る

た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
、
必

要
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
的

確
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

ビ
ス
を
、
次
の
と
お
り
大

き
く
２
つ
に
分
類
し
ま
す
。

　

①
市
民
と
の
協
働
が
可

ま
た
、
市
民
参
加
の
気
運

が
高
ま
る
中
で
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
市
民
と
の
協
働

に
よ
り
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
は
、
新
行
財
政
改
革
実

行
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る
「
効

率
的
で
市
民
満
足
度
の
高

い
行
財
政
運
営
」
を
確
立

す
る
た
め
に
、
定
員
適
正

化
計
画
に
よ
る
職
員
数
の

削
減
と
と
も
に
、
協
働
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
指
針

に
沿
い
な
が
ら
、
市
民
と

の
協
働
が
可
能
な
業
務
を

明
確
化
し
、
市
民
に
よ
る

業
務
参
加
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
民
か
ら
ご
提
案
い
た
だ

く
「
市
民
提
案
型
」
も
採

用
し
ま
す
。

�
　

委
託
先
等
の
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者

等
総
合
的
な
評
価
が
必
要

な
事
業
に
つ
い
て
、
公
平

性
・
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
事
業
や
業
務
の
内

容
に
沿
っ
た
選
定
基
準
を

作
成
し
た
上
で
、
市
民
や

学
識
経
験
者
な
ど
第
三
者

を
含
め
た
機
関
を
設
置
し

選
定
し
ま
す
。

委
託
先
等
の
選
定

能
な
分
野
（
市
民
に
よ
る

業
務
参
加
事
業
）。

　

②
公
務
員
で
な
け
れ
ば

対
応
で
き
な
い
分
野
（
行

政
が
担
う
事
業
）。

　

こ
の
う
ち
、
①
の
分
野

に
つ
い
て
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
を
進
め
ま
す
。

�
　

市
民
と
の
協
働
の
観
点

か
ら
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
計
画
の
対
象
事
業
は
、

行
政
か
ら
提
示
す
る
「
行

政
メ
ニ
ュ
ー
提
示
型
」（
別

表
参
照
）
だ
け
で
な
く
、

対
象
事
業
の
提
案
者

の
Ｐ
Ｄ
Ｓ
サ
イ
ク
ル
を
活

用
し
、
市
民
や
議
会
か
ら

の
意
見
を
も
と
に
、
毎
年

度
、
対
象
事
業
等
の
見
直

し
を
行
い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
平
成　

年
１７

度
に
「
行
政
メ
ニ
ュ
ー
提

示
型
」
の
事
業
を
対
象
と

し
て
策
定
し
た
『
第
１
次

計
画
』
で
す
。

　

今
年
度
は
、
行
政
メ
ニ

ュ
ー
提
示
型
の
事
業
の
選

定
と
並
行
し
て
、
す
べ
て

の
事
業
内
容
を
公
表
し
、

市
民
や
議
会
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
提
案
型
事
業
の
募
集
等

を
踏
ま
え
て
、『
第
２
次
計

画
』
を
策
定
し
ま
す
。
第

２
次
計
画
で
は
、「
公
共
サ

ー
ビ
ス
改
革
法
」
の
対
象

事
業
に
関
す
る
対
応
方
針

を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画

は
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

計
画
の
策
定
方
針

計
画
の
策
定
方
針

�
　
【
市
民
】

　

市
民
と
は
、
本
市
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
す
る
個
人
、

自
治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
法
人
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含

む
）、
民
間
企
業
で
す
。

　
【
協
働
】

　

協
働
と
は
、
市
民
と
行

政
が
効
率
的
で
市
民
満
足

度
の
高
い
行
財
政
運
営
を

確
立
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
と
立
場
を
お
互

い
に
理
解
・
尊
重
し
な
が

ら
、
連
携
協
力
し
て
「
公

共
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現
す

る
こ
と
で
す
。

　
【
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
】

　

本
市
に
お
け
る
ア
ウ
ト

主
な
用
語
の
定
義

計
画
の
基
本
的
な

計
画
の
基
本
的
な

考
え
方

考
え
方

　

定
員
適
正
化
計
画
に
お

け
る
職
員
の
削
減
は
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
の

実
践
と
職
員
の
人
材
育
成
、

さ
ら
に
は
事
務
事
業
の
統

廃
合
や
効
率
化
を
柱
と
し

て
総
合
的
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

第
２
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
平
成　

年
度
以
降

１９

の
職
員
削
減
に
対
す
る
業

務
量
を
補
う
た
め
、
積
極

的
に
対
象
事
業
の
選
定
に

取
り
組
み
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
と
定
員
適
正
化
計
画

画
と
定
員
適
正
化
計
画

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
を
確
実
に
進
め
て
い
く

た
め
、
広
報
紙
等
を
活
用

し
て
市
民
に
分
か
り
や
す

く
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
等
を
活
用
し
て
自
治

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
体
験
で

き
る
制
度
と
し
て
、「（
仮

称
）
市
民
活
動
団
体
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

出
前
講
座
」
な
ど
の
研
究

を
進
め
ま
す
。

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

計
画
の
推
進
・
強
化

計
画
の
推
進
・
強
化

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

計
画
の
目
的

計
画
の
目
的
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市
民
と
協
働
で
実
践

第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
を
策
定

　

市
で
は
、「
効
率
的
で
市
民
満
足
度
の
高
い
行

財
政
運
営
」
を
確
立
す
る
た
め
、
協
働
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
指
針
に
沿
い
な
が
ら
、
市
民
と

の
協
働
が
可
能
な
業
務
を
明
確
化
し
、
市
民
に

よ
る
業
務
参
加
の
推
進
を
目
的
と
し
た
『
第
１

次
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
』
を
策
定
し
ま
し

た
。今
号
で
は
、そ
の
目
的
や
基
本
的
な
考
え
方
、

策
定
方
針
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

アウトソーシング計画の位置づけ�

市民満足度を高め、都市間競争をリードする�

市民との協働を進める�

� 
新行財政改革実行プラン�

「効率的で市民満足度の高い行財政運営」を確立する�

� 
定員適正化計画�

アウトソーシング計画�
《市民による業務参加の推進》�

協働まちづくりの�
ための指針�

―――は第１次アウ�

トソーシング計画か�

ら実践します。�

　　　は第２次アウ�

トソーシング計画以�

降で実践します。�

�

市民提案型�

委託型�個人参加型�

行政メニュー提示型� 競争型�

委託型�個人参加型� 指定管理者制度�

画の展開図》�

「行政が担う事業」から「市民による�

る事務事業も想定されます�

委
託
先
等
を
選
定�

す
る
た
め
の
機
関�

行政評価のＰＤＳサイクルとアウトソーシングの見直しの関係�

市民・議会からアウ�

トソーシングに関す�

る意見を聴取する�

PLAN�

（計画）�

行政評価�

SEE�

（評価）�

アウトソーシング計画の見直し�

DO�

（実施）�

（アウトソーシングの実践）�

事務事業評価の見直し改善の中で、全ての事務事業についてアウトソーシングの�

可能性を検討し、市民・議会に対し、検討結果を公表する。�

習センターは、既に指定管理者

※アウトソーシングに関するご意見の聴取方法は、決まり次第お知らせ
　します

（　）　　 第１１１６号５

ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
、
外
部

へ
の
業
務
委
託
お
よ
び
市

民
に
よ
る
業
務
へ
の
参
加

で
す
。

�
　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計

画
で
は
、こ
れ
ま
で
行
政
が

提
供
し
て
き
た
公
共
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
の
分
類

会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
に
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
目
的
、

役
割
、
効
果
な
ど
に
つ
い

て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん

　

※
第
１
次
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
計
画
は
、
市
役
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ

び
各
出
張
所
・
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す

効効効効効効効効率率率率率率率率的的的的的的的的でででででででで市市市市市市市市民民民民民民民民満満満満満満満満足足足足足足足足度度度度度度度度のののののののの高高高高高高高高いいいいいいいい行行行行行行行行財財財財財財財財政政政政政政政政運運運運運運運運営営営営営営営営効

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
７
８

特集特集
第１次アウトソーシング計画対象事業一覧表　【行政メニュー提示型】

アウトソーシングの業務内容事　業　の　概　要事　　業　　名分類

生涯学習フェスタなどの各種イベントに関する企
画・運営や、成人式に関する事務作業等を委託す
る。

生涯学習情報提供、人材登録、生涯学習フェスタな
どの生涯学習イベント、成人式事業等から構成し、
生涯学習の基盤を整備する。

基盤・学習機会整備事業

イ

ベ

ン

ト

企

画

・

運

営

四季の花々展、サロンコンサート、市民ギャラリ
ー展、市民音楽祭の企画運営展示について委託す
る。

四季の花々展、サロンコンサート、市民ギャラリー
展、市民音楽祭を開催し文化の振興を目指す。

芸術・文化振興事業

市内の中学校・高校の生徒から発表者募集、審査
委員依頼、案内通知発送、大会の運営等を委託す
る。

青少年が、日ごろ考えている抱負や意見等を発表し、
同世代の青少年はもとより、一般の人々にも広く訴
えるため青少年主張大会を開催する。

青少年主張大会運営事業

健康ジョギング講習会は既にコミュニティスポー
ツリーダーと協働実施中。お父さんのための体力
アップ、高齢者のための体力アップ、ウォーター
ビクス講習会を専門的指導者に委託する。

市民一人ひとりの健康の保持増進と体力の向上に要
する事業。健康ジョギング講習会、中高年対象の健
康・体力アップ講習会等を行う。 

健康・体力づくり活動事業

流山ロードレース大会の企画・運営。県民体育大
会出場選手の参加申し込みの取りまとめ・選手の
派遣に係る派遣費の支出業務等事務的業務を委託
する。

スポーツ講習会や大会をとおして､スポーツ活動の
機会を拡充するもので、軽スポーツ活用講習会､流
山ロードレース大会､県民体育大会選手派遣などを
行う。

スポーツ講習会・大会開催事業

これまで学校体育施設開放委員会が行ってきた利
用団体の登録、学校と施設利用の調整を委託する。
また、小山小学校開放プールの管理運営を委託す
る。

学校体育施設を、市民のスポーツ利用に効果的に活
用する。

学校体育施設利用推進事業

史跡巡りに関し、希望者が参加しやすいイベント
になるよう、実施内容の見直しなどの企画立案を
含め、運営を委託する。

流山の歴史を明らかにし、多くの市民に郷土史を理
解してもらうために、古文書の解読講座の開催や、
参加者を募り史跡巡りを実施する。

市史編さん活動事業

農作物の選考会の運営および参加者となる農業者
への連絡・調整を委託する。

農産物の品質向上および農業技術の改善を図るとと
もに、本市の農業を広く市民に周知し、農業に対す
る認識と理解を得るため、各種農産物の共進会を開
催する。

農業共進会事業

ガレージセールや各種講座（ごみ減量・資源化関
連）の開催について委託する。

ガレージセールやリサイクル等の講座などの開催、
ごみ減量・資源化を呼びかける横断幕の掲示、リサ
イクル協力店の募集、リサイクルについての説明会
等を実施し、ごみの減量・資源化や再利用の啓発を
呼びかける。

ごみ減量・資源化啓発事業

事業の企画、講師等の依頼、市民等への周知およ
び参加者募集、資料作成・会場準備等を委託する。

男女共同参画社会の形成に向け、市民および職員等
の男女共同参画意識の高揚を図るため、講習会等各
種イベントを開催する。

男女共同参画社会づくり啓発事業

啓　
　
　
　
　
　

発

イベント実施概要に基づき、作品の募集、作品展
示、応募作品入賞者リスト作成、作品審査、入賞
作品ホームページ掲載を委託する。

水の大切さ、限りある貴重な資源であることを認識
してもらうために、市内在住・在勤の小学生以上か
ら、ポスター・標語を募集する。

水道週間啓発事業

文化財の指定に係る古い建造物の調査、遺跡見学
会・遺跡展示会等の運営を委託する。

文化財の指定・解除、指定文化財の保護のための助
成、埋蔵文化財の開発行為等との調整、文化財への
理解を深めてもらうための啓発活動を行う。

文化財保護・活用事業

企画展の企画および展示内容の解説を委託する。

多くの市民に流山の文化財と歴史について体系的に
理解してもらうため、常設展示の公開・企画展の開
催・講演会・ふるさと入門講座の開催等各種活動を
実施する。

博物館活動事業（教育普及事業等）

年間４０回程度の安全教室や、街頭啓発等の啓発活
動を委託する。

幼児、小学生、中学生および高齢者に対し、安全教
室や街頭啓発等を実施することにより、交通安全に
対する意識の高揚を図る。

交通安全啓発・指導事業
（各種啓発・指導活動）

広報ながれやま特集号（号外）発行に関する取材、
レイアウト編集、校正を委託する。

月２回発行する「広報ながれやま」をはじめ特集号
（号外）の編集・発行を行う。

広報事業（広報紙編集事業）

広

報

紙

等

作

成

各担当課が作成したホームページを公開するまで
の作業およびバナー広告の募集など、ホームペー
ジに関する管理全般を委託する。

市ホームページの管理・運営を行う。広報事業（ＨＰ作成、管理事業）

市長への手紙、市政へのメール等の受け付け、発
送、質疑応答の内容の分類、作成、整理、担当課
との連絡調整を委託する。

市への提言・苦情など「市長への手紙」や「市政へ
のメール」等の受け付けおよび対応策などの回答や
タウンミーティングの開催などを行う。

広聴事業（市長への手紙等事業）

「エコライフ」のレイアウト、原稿作成、編集、
印刷等を委託する。

環境美化推進員等の協力を得ながら地域の監視を行
い、更には、環境保全に関わる情報提供・啓発紙で
ある「エコライフ」を年１回発行し、環境美化の推
進に努める。

環境保全推進指導事業
（エコライフの発刊）

現在、キャンプ場の管理は一部自治会に、草刈り
は民間企業に委託している。今後は、申し込み等
の事務手続きについても委託を進めていきたい。

げんき村キャンプ場の運営および管理を行う。げんき村キャンプ場運営管理事業
施
設
維

持
管
理

現在、自治会には、月１日以上の清掃および夏季
に１回以上の草刈りを委託している。今後も、同
様な委託内容を予定している。

市内にある３１４カ所の都市公園の維持管理（清掃・
草刈り）を行うものである。現在４４自治会に１０５カ
所の公園の維持管理を委託しており、今後は、他の
自治会へも委託を拡充していくことで、公園に対す
る市民の愛着や親近感を醸成していく。

公園維持管理事業

地
域
活
動

年間を通して午後９時３０分～翌日午前８時３０分ま
での夜間について、市庁舎および駐車場の巡回等
の業務を２人体制により民間委託する。

市庁舎および駐車場等の施設内の巡回、さらに夜間
の電話の受け付け業務等の守衛業務を行う。

施設管理事業

内

部

管

理

千葉県市町村共済組合に関する事務の受け付け・
資料の配布などを委託する。

千葉県市町村共済組合に関する受け付け事務など、
福利厚生に係る事業を行う。

福利厚生事業

９０個のチャイルドシートの貸出業務（電話予約、
申請受付、貸与、備品管理等）を委託する。

チャイルドシートの使用促進を図ることで、幼児の
交通事故被害を軽減させる。

交通安全啓発・指導事業
（チャイルドシート貸与事業）

指定の様式に集計データや事業概要を入力し、決
算認定を受ける第３回定例会以降に約６０ページ分
の年報としてまとめあげ、ホームページに掲載を
委託する。

水道事業における施設設備の整備概要、業務状況記
録、財務会計状況記録等を収集・解析し、水道年報
としてまとめる。

統計資料作成事業

研修会の日程作成・講師依頼、県への養成事業指
定申請受講生募集、決定通知、研修当日の事務、
修了証等準備事務、県への報告等を委託する。

精神障害者のサービスに携わるヘルパーを養成する
ために、その資格を取得することのできる研修会を
県の認可を受けて実施する。

精神障害者ホームヘルパー養成事業

研修会の日程作成・講師依頼、県への養成事業指
定申請受講生募集、決定通知、研修当日の事務、
修了証等準備事務、県への報告等を委託する。

障害者の移動介護に従事するヘルパーを養成するた
めに、その資格を取得することのできる研修会を県
の認可を受けて実施する。

移動介護従事者（ガイドヘルパー） 
養成研修事業

イベントの企画・管理・運営や、パンフレットの
作成・新聞雑誌等本市の広報宣伝活動事業の一部
を委託する。

本市の新市街地地区に経済活動の創出、産学官連携
による活性化を目指すため、本市のプロモーション
のためのイベント・パンフレットの作成・新聞雑誌
等への広告を展開する。

経済活動の創出・
産学官連携の推進事業そ　

　

の　
　

他

水害後の感染症の発生を未然に防止するための消
毒作業を委託する。

市内各自治会に防疫用の薬剤を斡旋（自治会３割負
担）するとともに、薬剤散布機の無料貸し出し、衛
生害虫（ハエ・蚊）の発生を予防する。

病害虫等対策事業
（水害発生後の防疫活動）

各種選挙事業の投票事務の投票所の設営、撤去、
受け付け等の一部を委託する。
委託人数の拡大を図っていくものとする。

各種選挙における選挙事務を実施するため、４０カ所
の投票所の設営・撤去、受け付け等を行う。

各種選挙事業

市民による業務参加事業�

行政が担う事業�

市民・議会による提案�

委

《アウトソーシング計画

※市民・議会による提案で、

　業務参加事業」に編入する

４月１５日にオープンした生涯学習
制度を導入。

Mac6 Title:広報ながれやま1116号P4-5.….ec6 Page:4  Date: 2006/06/12 Mon 16:33:25



平成１８年６月１５日（木曜日）　　　（　）６第１１１６号

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

����������������������������������
����������������������������������

「都市再生街区基本調査」に伴う測量実施のお知らせ
　国土交通省の実施する「都市再生街区基本調査」の一環として、
国土地理院と独立行政法人都市再生機構が市内の一部を測量しま 
す。なお、作業員は身分証明書を携帯、腕章を着用します。

１　期　　間
　平成１８年７月～平成１９年３月
２　対象地域
　市街区域の一部
　主にＤＩＤ地区（人口集中地区、別図
参照）

３　作業内容
　①街区基準点測量（測量基準点の設
置）

　②街区点測量（街区の角等を測量）
４　問い合わせ先
　①について…国土地理院関東地方測量
部測量課�０　３－５　２　１　３－２　０　５　１

　②について…都市再生機構東日本支社
�０　３－５　３　２　３－２　４　３　９

　

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く

６
月
１
日
現
在
の
選
挙
人

名
簿
の
登
録
者
数
は
、　
１２

万
５
５
３
６
人
（
前
回
比

５
２
２
人
増
）
で
す
。

　

男
女
別
で
は
、
男
が
６

万
２
１
９
１
人
、
女
が
６

万
３
３
４
５
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
選
挙
人
名
簿
の
登

録
は
、
正
確
な
有
権
者
数

を
把
握
す
る
た
め
、
年
４

回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

選
挙
人
名
簿
の 

登
録
者
数　
　

　越谷流山線バイパス(新流山橋）
整備に関する環境調査等について　

　
　千葉県では、主要地方道越谷流山線バイパス
（新流山橋）沿いの環境保全対策を検討するた
め、大気や騒音・振動についての環境調査と地 
質・測量調査を進めることにしています。
　なお、大気調査については、沿道２カ所におい
て５月中旬に春季の調査を実施しました。残りの
調査についても引き続き実施する予定です。
　また、当バイパスに関係する権利者を対象とし
た相談窓口を、６月１日に市役所道路建設課内に
開設しました。
　□問 県東葛飾地域整備センター調整課�０４７－
３６４－５１４３／市道路建設課�７１５０－
６０９４
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ＩＳＯ規格認証取得に補助金を交付ＩＳＯ規格認証取得に補助金を交付
　

　市では、ＩＳＯ規格認証を取得する事業所に「流山市

国際標準規格認証取得支援事業補助金」を交付します。

　平成１８年度から１９年度において当該補助金を活用し、

新規に認証取得を予定している事業所は、補助金交付手

続きについての詳細をご案内させていただきますので、

６月３０日�までに商工課へご連絡ください。

【対象規格】　ＩＳＯ９０００シリーズおよびＩＳＯ１４０００シ

リーズ。

【補助金額】　認証取得に要する経費の一部とし３０万円

を限度。

　□問 商工課�７１５０－６０８５

よ
り
納
め
や
す
く

よ
り
納
め
や
す
く

保
険
料
免
除
制
度
が
変
更
に

保
険
料
免
除
制
度
が
変
更
に

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

希
望
者
に
は
配
達
記
録
郵
便
で

事
業
主
に
奨
励
金

事
業
主
に
奨
励
金

高
齢
者
雇
用
や
障
害
者
の
実
習

高
齢
者
雇
用
や
障
害
者
の
実
習

国民健康保険
　

国
民
年
金
に
は
、
老
後

の
生
活
を
保
障
す
る
老
齢

年
金
だ
け
で
な
く
、
病
気

や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
や
、
家

庭
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ

た
と
き
の
遺
族
年
金
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
年

金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
必
ず
国
民
年
金
制

度
に
加
入
し
て
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
制
度

　

保
険
料
の
免
除
制
度

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

月
額
１
万
３
８
６
０
円

（
平
成　

年
度
）
で
す
。

１８

た
だ
し
、
経
済
的
な
理
由

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
更
新
し
た
保
険
証
を

７
月
下
旬
に
送
付
す
る
予

定
で
す
。

　

今
回
か
ら
保
険
証
を
カ

ー
ド
化
し
、
被
保
険
者
１

人
に
つ
き
１
枚
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
同
一
世
帯
の

場
合
は
、
同
封
し
て
お
送

り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
常
は
「
普
通

郵
便
」
で
住
民
票
の
住
所

地
へ
送
付
し
ま
す
が
、
ご

希
望
の
方
に
は
「
配
達
記

録
郵
便
」
で
送
付
し
ま
す

の
で
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

※
配
達
記
録
分
（
２
１

０
円
）
の
み
自
己
負
担

　

【
申
し
込
み
】

　

封
筒
の
表
に
「
配
達
記

録
郵
便
希
望
」と
明
記
し
、

申
請
書
（
自
由
様
式
）
に

配
達
記
録
郵
便
希
望
の

旨
、
保
険
証
の
記
号
・
番

号
、
世
帯
主
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
２
１
０
円

分
の
切
手（
配
達
記
録
分
）

を
同
封
の
上
、
７
月　

日
１４

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
国
保
年
金
課
へ
。

　

【
そ
の
他
】

　

送
付
先
は
、
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
・
世
帯

主
あ
て
だ
け
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
な
い

事
情
で
送
付
時
期
に
不
在

の
場
合
は
、
郵
便
局
に
回

送
な
ど
の
依
頼
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

※
「
配
達
記
録
郵
便
」

は
、
年
度
ご
と
に
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

手
続
き
は
、
７
月
１
日
か

ら
国
保
年
金
課
窓
口
ま
た

は
各
市
民
課
出
張
所
、
郵

送
（
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
国
保
年
金

課
ま
で
）
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
申
請
手
続
き
に

必
要
な
も
の
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

□問
 

松
戸
社
会
保
険
事
務

所
�
０
４
７
―
３
４
５
―

５
５
２
５
／
市
国
保
年
金

課
�
７
１
５
０
―
６
１
１

０

定
の
基
準
以
下
（
別
表
参

照
）
で
納
付
が
困
難
な
方

以
外
の
世
帯
主
の
所
得
状

況
は
審
査
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

▽
対
象
と
な
る
方
＝
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

　

歳
未
満
で
①
前
年
ま
た

３０は
前
々
年
の
所
得
が
一
定

以
下
（
別
表
参
照
）
の
方

②
平
成　

年
度
以
降
に
失

１７

業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、

天
災
な
ど
に
遭
っ
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
方
▽
対
象

期
間
＝
７
月
（
ま
た
は　
２０

歳
の
誕
生
月
）
〜
平
成　
１９

年
６
月
※
対
象
期
間
の
途

中
で　

歳
に
な
る
場
合
は
、

３０

　

歳
の
誕
生
日
の
前
日
が

３０属
す
る
月
の
前
月
分
ま
で

　

申
請
手
続
き

　

保
険
料
の
免
除
制
度
・

若
年
者
猶
予
制
度
の
申
請

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障

害
を
持
つ
方
が
働
け
る
職

場
が
増
え
る
よ
う
、
高
齢

者
を
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
や
障
害
を
持
つ
方
の
職

場
実
習
を
受
け
入
れ
て
い

る
事
業
主
に
対
し
、
奨
励

▽
対
象
期
間
＝
７
月
（
ま

た
は　

歳
の
誕
生
月
）
〜

２０

平
成　

年
６
月

１９
若
年
者
猶
予
制
度

　

若
年
者
猶
予
制
度

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る　

歳
未
満
の
方
で
、

３０

申
請
者
本
人
お
よ
び
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い

場
合
に
、
申
請
・
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

全
額
免
除
や
半
額
免
除

と
は
違
い
、
申
請
者
本
人

納
が
な
い
こ
と
）
▽
支
給

期
間
＝
雇
用
後
１
年
を
経

過
し
た
日
か
ら
１
年
間
▽

支
給
額
＝
各
月
の
賃
金
の

　

％
（
限
度
額
１
万
５
０

３００
０
円
）
▽
申
請
期
間
＝

１
月
１
日
〜　

月　

日
分

１２

３１

を
翌
年
の
２
月
末
日
ま
で

に
申
請

　

【
障
害
者
職
場
実
習
奨

励
金
】

　

▽
支
給
対
象
＝
養
護
学

校
、
福
祉
施
設
な
ど
の
紹

介
で
、
市
内
に
居
住
す
る

障
害
を
持
つ
方
を
６
日
以

上
受
け
入
れ
た
事
業
主

（
市
税
等
の
未
納
が
な
い

こ
と
）
▽
支
給
額
＝
受
け

入
れ
実
習
者
１
人
１
回
に

つ
き
１
万
５
０
０
０
円
▽

申
請
期
間
＝
職
場
実
習
終

了
後
、
速
や
か
に
申
請

　

※
申
請
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

ワ
ー
ク
（
職
業
安
定
所
）

で
特
定
求
職
者
雇
用
開
発

助
成
金
の
受
給
資
格
が
あ

り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

介
を
受
け
た
市
内
に
居
住

す
る　

歳
以
上　

歳
未
満

６０

６５

の
高
年
齢
者
ま
た
は
障
害

を
持
つ
方
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
（
市
税
等
の
未

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

【
高
年
齢
者
等
雇
用
促

進
奨
励
金
】

　

▽
支
給
対
象
＝
ハ
ロ
ー

国民年金

き
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
保
険
料
の
一
部

ま
た
は
全
部
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
免
除
制
度
に
、

こ
れ
ま
で
の
「
全
額

免
除
」
と
「
半
額
納

付
」
に
加
え
、
所
得

水
準
に
応
じ
て
保
険

料
を
納
め
や
す
く
す

る
た
め
、
新
た
に

「
４
分
の
１
納
付
」

と「
４
分
の
３
納
付
」

が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

▽
対
象
と
な
る
方

＝
本
人
、
配
偶
者
お

よ
び
世
帯
主
の
す
べ

て
の
前
年
所
得
が
一

等
で
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
申
請
手
続◎免除制度

対象となる所得（収入）額のめやす

４分の３納付
所得額
（収入額）

半額納付
所得額
（収入額）

４分の１納付
所得額

（収入額）

全額免除
所得額
（収入額）

扶養人数

３３５万円
（４８６万円）

２８２万円
（４２０万円）

２３０万円
（３５４万円）

１６２万円
（２５７万円）

３人扶養
（夫婦、子ども２人）

２４７万円
（３７６万円）

１９５万円
（３０４万円）

１４２万円
（２２９万円）

　９２万円
（１５７万円）

１人扶養
（夫婦のみ）

１８９万円
（２９６万円）

１４１万円
（２２７万円）

　９３万円
（１５８万円）

　５７万円
（１２２万円）扶養なし

※３人扶養、１人扶養は、夫か妻のどちらかに所得（収入）がある世帯の場合です
※子どもはいずれも１６歳未満の場合です

◎若年者猶予制度
対象となる所得（収入）額のめやす

所得額
（収入額）扶養人数

１６２万円
（２５７万円）

３人扶養
（夫婦、子ども２人）

　９２万円
（１５７万円）

１人扶養
（夫婦のみ）

　５７万円
（１２２万円）扶養なし
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第１１１６号（　）　　　平成１８年６月１５日（木曜日）７

★印のあるものは市主催のものです 

第２１８回サロンコンサート �♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　�♪

　▽日時＝６月３０日�１２時１５分～▽場所＝市役所市民
ギャラリー▽テーマ＝音楽の旅、夢飛行～世界の音楽
シリーズ～No.２５イタリア▽曲目＝オー・ソレ・ミオ、
映画「ニューシネマパラダイス」より　愛のテーマ、オ
ペラ「ジャンニ・スキッキ」より　私の愛するお父様　
ほか▽出演＝久野薫（ソプラノ）、高橋美保（ピアノ）
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

　盆栽技術講習会（流山市文化協会盆栽部主催）＝６月２４

日�１３時３０分～１６時、文化会館。参加費無料□問 藤川�
７１５８－１４７１

　これからの私を生きる！～女性のエンパワーメントセミ

ナー～（流山パートナーシップ主催、流山市民活動団体公

益事業認定）＝６月２８日、７月５日・１２日、９月６日・１３日の水

曜１０時～１２時、生涯学習センター内市民活動推進センター。

参加費無料※対象は女性で各回とも定員３０人（先着順）、

事前に申し込みを□問 山口�０９０－９２０５－７２２３
　女声合唱団　朋　Concert vol.３（市教委後援）＝７月１日�

１４時～、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料７００円

（中学生以下無料）□問 岡野�７１５２－３０３０
　流山フィルハーモニー交響楽団第３２回定期演奏会＝７月２

日�１４時～１６時、文化会館。入場料１,１００円（前売りは９００

円、中学生以下無料）□問 斉藤�７１５８－３４１０
　初心者のための無料社交ダンス講習会（流山踏美会主催）

＝７月３日・１０日・２４日の月曜１９時～２１時、初石公民館。□問 

徳竹�７１５４－２７５３

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ

ー
ル
講
座
（
全
２
回
）

　

▽
日
時
＝
７
月
１
日
・

８
日
の
土
曜
９
時
〜　

時
１２

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
／　

人（
多
数
抽
選
）

２０

▽
内
容
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
情
報
検
索
か
ら
メ
ー

ル
の
送
受
信
ま
で
▽
参
加

費
＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
一
時
保
育
（
１

歳
半
〜
就
学
前
児
、　

人
１０

ま
で
）
を
希
望
の
方
は
子

ど
も
の
名
前
と
年
齢
、
返

信
用
に
宛
名
を
明
記
し
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
１
―　

―
２
文

１６

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
子
育
て
マ
マ
の
セ
ミ

ナ
ー
「
あ
か
ち
ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ
」（
全
４
回
）

　

▽
日
時
＝
７
月
４
日
・

　

日
・　

日
・　

日
の
火

１１

１８

２５

曜　

時
〜　

時　

分
▽
場

１０

１１

３０

所
＝
東
部
公
民
館
▽
対
象

／
定
員
＝
０
歳
児
と
そ
の

親
／　

組
（
多
数
抽
選
）

１５

▽
講
師
＝
小
路
和
子
さ
ん

イ ベ ン ト

�
　

★
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の

た
め
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具

活
用
講
習
会

　

▽
日
時
＝
６
月　

日
�

２４

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
／
定
員
＝
自
治
会

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
サ
ー
ク

ル
等
の
リ
ー
ダ
ー
、
今
後

ク
ラ
ブ
活
動
の
予
定
が
あ

る
方
／　

人（
先
着
順
）▽

３０

参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物

＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、タ

オ
ル
、
水
筒
な
ど
▽
申
し

込
み
＝
き
ょ
う　

日
８
時

１５

　

分
か
ら
電
話
で
生
涯
学

３０習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
�
７
１
５
９
―

５
２
５
２

講
座
・
講
演

（
助
産
師
）、安
井
志
津
代

さ
ん（
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー
）

▽
参
加
費
＝
３
回
目
の
み

３
０
０
円
（
材
料
代
）
▽

申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
親

子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

子
ど
も
の
月
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
、
日
ご
ろ
気
に

な
る
こ
と
を
明
記
し
、
６

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

２２
〒
２
７
０
―
０
１
７
６
流

山
市
加
１
―　

―
２
文
化

１６

会
館
子
育
て
マ
マ
の
セ
ミ

ナ
ー
係
へ
（
フ
ァ
ッ
ク
ス

申
し
込
み
も
可
）

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

　

★
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
説
明
会
＆
体
験
会

　

▽
期
日
／
場
所
＝
６
月

　

日
�
／
森
の
図
書
館
、

２４７
月
８
日
�
／
南
流
山
セ

ン
タ
ー
▽
時
間
＝
い
ず
れ

も　

時　

分
〜　

時　

分

１３

３０

１５

３０

▽
対
象
／
定
員
＝
図
書
館

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

き
る
市
民
／
各　

人
（
先

２０

着
順
）
▽
内
容
＝
図
書
館

の
運
営
概
要
の
説
明
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
栞
」
の
活
動
紹
介
、
書

架
整
理
の
体
験
、
お
は
な

　献血にご協力を　
　
　▽日時＝６月１７日�１０時～１６時▽場 
所＝イトーヨーカドー流山店▽献血の
できる方＝１６歳～６９歳の健康な方（６５
歳以上の方は、６０歳から６４歳までに献
血経験がある方）※献血手帳をお持ち
の方は持参
　□問 保健センター�７　１　５　４－０　３　３　１

し
会
の
見
学
な
ど
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
中
央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

生
活
支
援
補
助
員
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
知
的
障

害
者
更
生
施
設
「
み
ど
り

園
」（
我
孫
子
市
）
▽
勤
務

内
容
＝
知
的
障
害
を
持
つ

方
の
食
事
の
介
助
な
ど
生

活
全
般
の
支
援
▽
雇
用
期

間
／
募
集
人
員
＝
７
月　
１５

日
〜
９
月　

日
（
更
新
あ

３０

り
）
／
若
干
名
▽
勤
務
日

／
時
間
＝
土
・
日
曜
、
祝

日
を
含
む
３
交
代
制
（
週

休
２
日
）
／
①
７
時
〜　
１２

時
②　

時　

分
〜　

時　

１１

４５

２０

１５

分
③　

時　

分
〜
翌
日
９

１６

３０

時　

分
▽
時
間
給
＝
９
８

３０
０
円
〜
１
０
０
０
円
（
交

通
費
別
途
支
給
、
夜
勤
は

　

％
増
、試
用
期
間
あ
り
）

２５▽
申
し
込
み
＝
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
〒

２
７
０
―
１
１
２
１
我
孫

子
市
中
峠
２
３
１
０
み
ど

り
園
へ
送
付
※
書
類
選
考

の
上
、
面
接
日
時
を
連
絡

し
ま
す

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８

７
―
０
５
１
１

�
　

★
図
書
館
協
議
会

　

▽
日
時
＝
６
月　

日
�

２２

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
中

１３

３０

央
図
書
館
▽
内
容
＝
平
成

資
格
・
求
人

施
策
会
議　
傍聴可

　

年
度
事
業
実
績
お
よ
び

１７決
算
見
込
み
、
平
成　

年
１９

度
運
営
方
針
お
よ
び
事
業

に
つ
い
て
ほ
か

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

�
　

★
流
山
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
の
変
更
の
案
の

縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
６
月　
１６

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日

３０

曜
を
除
く
）
▽
時
間
＝
８

時　

分
〜　

時　

分
▽
場

３０

１７

２０

所
＝
都
市
計
画
課

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
諏
訪
の
森
団
地
・
第

一
住
宅
初
石
団
地
地
区
地

区
計
画
の
案
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
６
月　
１６

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日

３０

曜
を
除
く
）
▽
時
間
＝
８

時　

分
〜　

時　

分
▽
場

３０

１７

２０

所
＝
都
市
計
画
課

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

�
　

★
図
書
館
の
雑
誌
を
差

し
上
げ
ま
す

　

図
書
整
理
で
不
用
と
な

っ
た
雑
誌
（
平
成　

年
４

１６

月
〜
平
成　

年
３
月
発

１７

行
）
を
市
民
の
方
に
差
し

上
げ
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
７
月
１
日
�

　

時
〜　

時
※
無
く
な
り

１０

１４

次
第
終
了
▽
配
布
場
所
＝

①
中
央
図
書
館
玄
関
先
②

森
の
図
書
館
ロ
ビ
ー
▽
配

縦　

覧

そ
の
他

布
方
法
＝
先
着
順
で
希
望

さ
れ
る
雑
誌
（
１
人
３
冊

ま
で
）
を
配
布
▽
配
布
雑

誌
＝
現
代
、
中
央
公
論
、

千
葉
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
旅
、

き
ょ
う
の
料
理
、
家
庭
画

報
な
ど
約
２
０
０
種
※
文

藝
春
秋
、
暮
ら
し
の
手
帳

な
ど
一
部
差
し
上
げ
ら
れ

な
い
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
再
生
家
具
の
販
売

　

粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
家
具
を
修
理
再
生 

し
、
先
着
順
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

▽
申
込
受
付
時
間
＝
９

時
〜　

時
（
祝
日
等
を
除

１７

く
）
▽
申
込
資
格
＝
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▽
申
し
込
み
＝
直
接
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
窓
口
へ
※

１
世
帯
で
月
に
１
点
ま
で
。

品
物
は
現
金
と
引
き
換 

え
、
運
搬
は
各
自
で

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
総
合
運
動
公
園
内
木

製
遊
具
の
整
備
工
事
に
つ

い
て

　

総
合
運
動
公
園
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る
木
製
遊
具

が
老
朽
化
し
た
こ
と
に
伴

い
、
撤
去
・
改
修
等
の
工

事
を
６
月
下
旬
か
ら
８
月

下
旬
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　

工
事
の
内
容
は
、
新
設

遊
具
の
設
置
が
６
基
、
既

設
遊
具
の
改
修
が
８
基
、

撤
去
が　

基
で
す
。

１７

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

　

理
科
工
作
「
パ
タ
パ
タ

キ
ュ
ー
ブ
作
り
」（
流
山
市

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
東
部
地
区
主
催
）

　

▽
日
時
＝
７
月
８
日
�

９
時　

分
〜　

時
▽
場
所

３０

１２

＝
東
部
公
民
館
▽
対
象
／

定
員
＝
八
木
南
・
東
・
向

小
金
・
長
崎
小
学
校
区
内

の
小
学
生
／　

人
（
先
着

２０

順
）
▽
参
加
費
＝
１
０
０

円
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ

に
「
理
科
工
作
参
加
希

望
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
電
話
番
号
、
小
学

校
名
、
学
年
を
明
記
し
、

６
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２２

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
生
涯
学
習
課

へ
※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
１
人

（
兄
弟
は
可
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

県
立
養
護
学
校
流
山
高

等
学
園
「
レ
イ
ン
ボ
ー
フ

ェ
ス
タ
」

　

▽
日
時
＝
７
月
１
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
柏

１１

１５

駅
東
口
・
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

２
階
入
り
口
（
柏
市
）
▽

内
容
＝
同
学
園
の
生
徒
が

専
門
実
習
で
製
作
し
た
縫

製
品
、
染
め
織
物
、
陶
磁

器
な
ど
の
販
売

　

□問
 

県
立
養
護
学
校
流
山

高
等
学
園
�
７
１
４
８
―

０
２
０
０

�

〈
敬
称
略
〉

　

【
社
会
福
祉
基
金
へ
】

　

▽
流
山
市
名
陶
会
＝　
１０

万
円
▽
流
山
市
母
子
寡
婦

福
祉
会
＝
１
万
８
０
０
０

円
▽
流
山
陶
友
会
＝　

万
１０

円
▽
�
成
�
典
（
木
）
＝

２
万
６
０
０
０
円

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

善

意

善　
　

意

「参画で　職場に活気　家庭にゆとり」。６月２３日から男女共同参画週間です。市役所市民ギャラリーで

パネル展（２８日正午まで）を開催中。□問 企画政策課男女共同参画室�７１５０－６０６４

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９３,２０６台４７,４０７台４５,７９９台

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年４月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
１９１０６９１０時　間①騒音　
２（０）２（０）５（０）２（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

　一茶双樹記念館 
夕涼み邦楽コンサート　

　
　夏の夕べに、箏や尺八など日本の伝統音
楽を楽しんでみませんか。
　▽日時＝７月８日�１８時～▽場所＝一茶双
樹記念館▽定員＝６０人（先着順）▽入場料
＝無料▽申し込み＝電話で生涯学習課へ
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月を要す
ることから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１８年３月・４月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下４月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

６以下４月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

１以下４月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下４月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００７以下４月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００６以下３月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）
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平成１８年６月１５日（木曜日）　　　（　）８第１１１６号

２
流
山
市
役
所
公
園
緑
地

課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

�
　

５
月　

日
か
ら　

日
ま

１３

３１

で
市
内
５
カ
所
の
病
院
な

ど
で
「
春
の
風
・
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

流
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
佐
久
間
豊
会
長
）
が

市
音
楽
家
協
会
（
熊
坂
牧

子
会
長
）
の
協
力
で
毎
年

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が 

病
院
等
で
コ
ン
サ
ー
ト

病
院
等
で
コ
ン
サ
ー
ト

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを

　

日
ま
で
に
応
募
を

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００３０花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花花
とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ
なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

花
と
緑
の
ま
ち
へ
あ
な
た
の
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも

科
学
実
験
な
ど
楽
し
く

東
京
理
科
大
で
学
ぼ
う

　コンテストは写真でご応募を

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

　

紫
は
雅
び
の
色
よ
藤
咲
け
り 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

　

佳
き
炭
の
尉
美
し
き
春
火
鉢 

向
小
金 

関
口　

條
山

　

花
冷
や
手
造
り
パ
ン
の
お
す
そ
分
け 

こ
う
の
す
台 

狼　
　
　

司

　

五
月
雨
や
師
の
句
碑
映
ゆ
る
延
命
寺 

向
小
金 

相
川　
　

豊

　

新
緑
や
新
浄
水
場
始
動
せ
り 

西
初
石 

石
戸
谷
貞
夫

【
評
】
一
句
目　

紫
は
王
朝
の
色
と
も
呼
ば
れ
る
。
藤
房
を
長
く
し
て
咲
い
て
い
る

様
子
は
、
そ
れ
自
体
が
す
で
に
雅
び
の
彩
を
醸
す
。
藤
に
関
わ
ら
ず
美
と
は
永
遠
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
句
の
調
べ
も
ま
た
佳
。
二
句
目　

炭
に
も
樹
種
に
よ
り
良
否
の
濃

淡
が
あ
る
。
や
は
り
良
い
炭
は
燃
え
て
尉
の
色
を
際
立
て
る
。
春
火
鉢
と
い
う
特
異

の
時
期
の
炭
の
燃
え
よ
う
に
注
視
さ
れ
た
一
句
。
三
句
目　

手
造
り
の
パ
ン
の
お
す

そ
分
け
と
、
花
冷
え
の
付
き
が
句
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
味
付
け
を
し
て
い
る
。
日
常

の
あ
た
た
か
な
一
こ
ま
で
あ
る
。
四
句
目　

延
命
寺
は
吉
川
に
有
る
寺
院
。
故
河
合

凱
夫
先
生
の
句
碑
が
あ
る
。
五
月
雨
に
洗
わ
れ
て
い
る
句
碑
の
映
え
に
思
い
を
致
し

た
感
慨
が
こ
も
る
。
五
句
目　

新
浄
水
場
の
力
強
い
始
動
が
新
緑
に
谺
し
て
、
詠
み

も
ま
た
力
強
い
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

あ
か
ね
さ
す
五
霞
の
平
野
の
大
空
に
翼
ひ
ろ
げ
て
鳥
と
な
る
我
は

 

若
葉
台 

舟
橋　

房
子

本
を
探
し
神
保
町
の
古
書
店
の
軒
巡
る
時
が
我
の
た
の
し
み

 

鰭
ケ
崎 

浅
井　

房
代

試
歩
の
道
に
見
知
ら
ぬ
犬
の
立
ち
止
ま
り
憂
い
貌
に
て
我
を
見
つ
む
る

 

東
深
井 

戸
谷
ヤ
エ
ノ

【
評
】
舟
橋
氏　

茜
さ
す
は
暗
赤
色
に
照
り
は
え
る
の
意
で
日
、昼
、照
る
、君
、紫
な
ど
に

か
か
る
枕
言
葉
。
霞
ヶ
浦
近
在
の
五
霞
町
は
関
東
平
野
の
只
中
に
あ
り
、
も
し
も
私
に
翼

が
あ
る
な
ら
ば
鳥
に
な
っ
て
広
ら
の
大
空
を
飛
ん
で
見
た
い
幻
想
を
現
実
と
願
望
は
ユ
ニ

ー
ク
な
発
想
で
読
者
の
夢
を
か
り
た
て
る
。
浅
井
氏　

神
保
町
の
古
書
店
は
、
青
春
の
入

り
口
の
よ
う
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
に
浸
ら
せ
て
お
り
読
書
家
の
作
者
を
浮
動
さ
せ
、
そ
の
心

根
に
よ
り
同
好
の
友
の
志
向
を
啓
発
し
、
目
的
達
成
の
場
所
と
実
体
に
現
代
社
会
の
中
で

輝
い
て
い
る
。
戸
谷
氏　

身
の
負
連
日
の
試
歩
、
自
分
を
過
ぎ
て
ゆ
く
惨
と
讃
の
中
に
孤

獨
な
自
分
を
み
つ
め
る
、
馴
染
の
な
い
犬
ま
で
哀
れ
を
と
ど
め
て
い
る
。〈
ま
な
こ
翳
り
し

か
我
を
見
て
お
り
〉
原
作
の
「
憂
い
貌
に
て
云
々
」
は
犬
の
感
情
に
入
り
過
ぎ
、
修
正
案

の
よ
う
に
〈
か
〉
の
疑
問
符
を
使
う
事
。

短歌詩

小
林
稔　

選　
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
―
１
０
９　
宮
田
方
）

　

詩
三
題

西　

初　

石　
　
　

山
田　

良
光

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

ひ
だ
ま
り
の
水
辺
に　

ピ
チ
ピ
チ
尾
を
振
っ
て

生
ま
れ
た
喜
び
を
う
た
う　

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

上
空
に　

さ
っ
と

獲
物
を
見
つ
け
た
鳥
の
影
が

か
す
め
飛
ぶ
の
も　

知
ら
ず
に

卒
業

分
か
れ
道
に
さ
し
か
か
っ
て

「
こ
っ
ち
の
道
が
い
い
」
っ
て
君
が
言
う

「
少
し
暗
い
け
ど　

こ
っ
ち
に
し
よ
う
」
と
僕

「
じ
ゃ
あ
」
と
軽
く
会
釈
し
て　

君
は
そ
っ
ち
の
道
へ

こ
う
な
る
っ
て　

ず
っ
と
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
た
の
に

帰
っ
て
き
た
ツ
バ
メ

階
段
を
駆
け
降
り
て
目
の
ま
え
に
ピ
シ
ャ
リ

と
閉
ま
っ
た
電
車
の
ド
ア

駅
の
ひ
さ
し
を
見
上
げ
る
と
番
い
の
ツ
バ
メ

「
君
た
ち
も
忙
し
そ
う
だ
ね
」
っ
て
言
っ
た
ら

「
こ
っ
ち
は
、
人
間
よ
り
楽
し
い
よ
」
と
笑
わ
れ
た

【評】詩は短歌や俳句のように定型ではない。だから易しいよ
うで難しい。「書いたけどこれ詩といえますか」と質問されるこ

とがある。形式がないから内容が問われるのである。詩にしかで

きないことは何かを考えよう。今回は五行詩の投稿があった。ま

ずは五行から書き始めてはどうだろうか。

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

　ガーデニング
コンテスト

　

第
５
回
「
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
作
品

を
、
６
月　

日
ま
で
募
集

３０

し
て
い
ま
す
。

　

自
慢
の
庭
や
花
壇
な
ど

を
写
真
に
撮
っ
て
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
応
募
資
格
＝
市
民
ま

た
は
市
内
に
事
務
所
を
置

く
団
体
や
学
校
、
事
業
所

等
※
他
薦
も
可
▽
対
象
＝

市
内
の
庭
、
生
け
垣
、
べ

ラ
ン
ダ
、
事
業
所
の
花
壇

等
▽
募
集
部
門
＝
①
ガ
ー

デ
ン
部
門
…
個
人
の
庭
な

ど
３
㎡
以
上
の
緑
化
②
ポ

日
以
降
撮
影
で
Ａ
４
判
の

台
紙
に
張
る
か
直
接
印
刷

し
た
も
の
。
Ａ
４
判
に
収

ま
れ
ば
組
み
合
わ
せ
写
真

可
（
合
成
等
の
加
工
は
不

可
）
※
応
募
写
真
の
版
権

は
主
催
者
に
帰
属
。
返
却

は
し
ま
せ
ん
▽
応
募
方
法

＝
所
定
ま
た
は
自
作
の
応

募
票
に
応
募
部
門
、住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
植
え
て
あ
る
主
な

植
物
名
、
自
分
の
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
つ
い
て
一
言
、

撮
影
日
、
他
薦
の
場
合
は

推
薦
者
の
氏
名
、
連
絡
先

を
明
記
し
、
写
真
を
添
え

て
６
月　

日
（
必
着
）
ま

３０

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

　

公
民
館
で
は
、
親
子
で

科
学
の
実
験
や
工
作
を
楽

し
む
「
夏
休
み
親
子
科
学

教
室
」
を
行
い
ま
す
。

　

東
京
理
科
大
学
野
田
校

舎
を
会
場
に
、
綿
ア
メ
機

や
光
通
信
を
作
っ
て
遊
ぶ

２
泊
３
日
。
講
師
は
、
同

大
学
の
教
授
や
卒
業
生
で

構
成
す
る
「
サ
イ
エ
ン
ス

夢
工
房
」の
皆
さ
ん
で
す
。

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
�

２７

（　

時　

分
集
合
）
〜　

１２

３０

２９

日
�
（　

時
解
散
）
▽
場

１３

所
＝
東
京
理
科
大
学
野
田

校
舎
▽
対
象
／
定
員
＝
小

学
４
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者
※
子
ど
も
だ
け
の
参

加
は
不
可
／　

組
（
先
着

１０

順
）
▽
参
加
費
＝
大
人
１

万
２
０
０
０
円
、
子
ど
も

１
万
３
０
０
０
円
（
教
材

費
、
宿
泊
費
、
食
費
、
保

険
料
）
▽
申
し
込
み
＝
き

ょ
う　

日
�
８
時　

分
か

１５

３０

ら
電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ

と
し
７
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。

　
「
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
」や

「
古
城
」で
は
、
集
ま
っ
た

方
々
も
笑
顔
で
歌
い
、
中

に
は
涙
を
浮
か
べ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
部
門
…

個
人
の
寄
せ
植
え
、
ベ
ラ

ン
ダ
な
ど
３
㎡
以
下
の
緑

化
③
緑
の
街
並
み
部
門
…

道
路
か
ら
見
た
個
人
の
庭

や
生
け
垣
、
自
治
会
、
事

務
所
、
学
校
等
の
花
壇
な

ど
の
緑
化
▽
応
募
写
真
の

規
格
＝
平
成　

年
７
月
１

１７

夏休みはリサイクルプラザで
　リサイクルプラザ・プラザ館では、子ども向けのリ
サイクル講座「ペンケースづくり教室」を行います。
　このほか、夏休み期間中は、小学生の親子などを
対象とした各種リサイクル講座も多数開催します。
ぜひ、ご参加を。
　■ペンケースづくり教室（全２回）
　▽期日＝７月２１日�・２４日�▽時間＝９時～１２時
▽対象／定員＝小学４～６年生／１０人（多数抽選）▽
持ち物＝古布（２５×１５㎝）、ファスナー（２０～３０㎝）、糸、
洋裁道具、筆記用具▽参加費＝無料▽締切日＝７月
１０日

【申し込み】
　往復ハガキに参加を希望する講座名、住所、氏名、
年齢、電話番号、返信用に宛名を明記の上、各講座の
締切日（必着）までに〒２７０－０１７４流山市下花輪１９１リ
サイクル推進課へ
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

柏レイソル流山ホームタウンデー

市民５０組１００人を無料招待
ハーフタイムに常盤松中吹奏楽部が出演　

　㈱日立柏レイソル事業部では、「柏レイソル
流山ホームタウンデー」として、７月１６日の対
ヴィッセル神戸戦に市民５０組１００人を無料招待
します。
　この試合では、ハーフタイムに常盤松中学校
の吹奏楽部が出演。また、スタジアム内で流山
市観光協会による「ふるさと産品」のプレゼント
もあります。
　▽日時＝７月１６日�１９時（キックオフ）～※対
ヴィッセル神戸戦▽場所＝日立柏サッカー場▽
対象／定員＝市民／５０組（多数抽選）▽応募方法
＝往復ハガキに郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、返信用に宛名を明記し、６月２３日（消
印有効）までに〒２７７－００８３柏市日立台１－２－
５０㈱日立柏レイソル事業部「流山ホームタウン
デー　ペアチケット」係へ
　□問 ㈱日立柏レイソル事業部�７１６７－
０７１７（火～金曜の１０時～１７時）

仙仙台台七七夕夕ままつつりりツツアアーー
―　バスで行く相馬ユートピア　―

　　　　相馬特選おみやげ付き

　　　　夕食時ビール１本またはジュース２本付き

日　　程　８月６日�～７日�
コ ー ス　
　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南流

山センター（７：４０）－江戸川台駅西口千葉銀
行前（８：００）－常磐道－国宝白水阿弥陀堂（見
学）－いわき・ら・ら・ミュウ（自由昼食）
塩谷崎灯台－相馬ユートピア泊

　　　　　相馬ユートピア－仙台七夕まつり（見学・自
由昼食）－東北道－常磐道－流山市内

定　　員　３０人（最少催行人員）※３人以上のご家族・ 
グループの場合は１室ご利用になれます 
（申し込み状況により変更の場合あり）。２
人１室をご希望の方は相談を

申込締切　７月１０日�※定員になり次第締め切り
企　　画　㈱流山相馬ふるさと振興公社
後　　援　流山市
主　　催　東急観光（国土交通大臣登録一般旅行業第

３８号）
申し込み　電話で東急観光千葉支店（�０４３－２４３

－０１０９）へ
問い合わせ　コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊２食）
１８,６００円大　人市　

外

１７,１００円６０歳以上市　

民 １６,７００円中学生以下
１７,６００円６０歳未満
１６,２００円中学生以下

特典２

特典１

２日目

１日目

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏休休休休休休休休休休休休休休休休みみみみみみみみみみみみみみみみはははははははははははははははは家家家家家家家家家家家家家家家家族族族族族族族族族族族族族族族族でででででででででででででででで相相相相相相相相相相相相相相相相馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬馬ユユユユユユユユユユユユユユユユーーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトピピピピピピピピピピピピピピピピアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！！！！！！！！！！！！！夏休みは家族で相馬ユートピア！
　海水浴、霊山でのトレッキングなど、相馬ユートピア
に泊まってリフレッシュしませんか。※予約は相馬ユー
トピア（�０２４４－３５－６６６６）へ
　□問 コミュニティ課�７１５０－６０７６

　予約状況　　　　　　　　　　　　　　　　（6月１２日現在）
３１日３０日２９日２８日２７日２６日２５日２４日２３日２２日７

月 ○××○○○○×××

１０日９日８日７日６日５日４日３日２日１日

８
月

○○○○×××○○○

○…空き室あり
△…若干空き室あり
×…満室

１５日１４日１３日１２日１１日

△△×××

　■その他のリサイクル講座（参加費は無料）

締切日対象／定員
（多数抽選）日　時講座名

７／１５親子／１０組
※大人のみも可

７月２９日�
１３時～１６時

小物立てづく
り　

７／１５親子／１０組８月３日�
１０時～１２時

廃油石けんづ
くり

８／１親子１０組※５・６年
生は子どものみも可

８月９日�
１３時～１５時

おもちゃづく
り①

８／１親子１０組※５・６年
生は子どものみも可

８月１６日�
１３時～１５時

おもちゃづく
り②

８／１親子１０組※５・６年
生は子どものみも可

８月２０日�
１０時～１２時

牛乳パック紙
すき

公民館夏休み 
親子科学教室
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